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る
べ
き
教
訓
、
口
承
の
記
録
等
多
岐
に
わ
た
る
が
、
単
な
る
道
教
か
ら
の

借
用
で
は
な
い
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
独
自
の
信
仰
知
識
や
伝
統
的
概
念
が
凝

縮
さ
れ
、
対
句
や
反
復
や
多
義
の
比
喩
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
儀
礼
の
実

践
で
は
経
文
を
文
面
通
り
読
誦
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
口
承
と
書
承
部
分

を
混
在
さ
せ
た
り
、
掛
け
合
い
問
答
形
式
で
進
め
る
等
極
め
て
難
解
な
法

則
が
存
在
す
る
。
男
性
祭
司
と
女
性
歌
手
と
で
は
同
時
進
行
で
詠
唱
を
行

な
う
が
、
経
文
や
詠
唱
法
が
異
な
る
。
今
ま
で
充
分
に
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
の
韻
文
経
文
の
儀
礼
に
お
け
る
読
誦
詠
唱
シ
ス
テ
ム
の
解
析
を

進
め
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。

本
論
で
は
中
国
湖
南
省
藍
山
県
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
に
お
い
て
儀
礼
執

は
じ
め
に

ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
は
儀
礼
の
実
践
に
お
い
て
漢
字
文
書
（
経
典
）
を
使

用
す
る
が
、
種
々
な
儀
礼
で
読
誦
さ
れ
る
韻
文
の
経
文
は
、
七
言
上
下
句

が
対
を
な
し
、
七
言
の
四
句
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
構
成
さ
れ
、
日
常

使
用
さ
れ
る
ミ
エ
ン
語
や
漢
語
と
は
異
な
る
音
訓
が
付
さ
れ
、
経
文
に

よ
っ
て
異
な
る
リ
ズ
ム
と
旋
律
を
そ
な
え
た
曲
節
を
付
け
て
発
声
さ
れ

る
。
韻
文
経
文
の
内
容
は
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
根
幹
を
な
す
神
話
や
歴
史
叙
事
、
儀
礼
の
執
行
内
容
や
祭
司
と
し
て
守

ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
還
家
願
儀
礼
で
読
誦
詠
唱
さ
れ
る

『
大
歌
書
』
の
異
本
対
照
の
試
み

廣
田
律
子
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行
に
欠
か
せ
な
い
漢
字
文
書
の
う
ち
還
家
願
儀
礼
（
ミ
エ
ン
語
の
漢
語
読

み
で
は
ジ
ャ
ビ
ャ
オ
ニ
ョ
オ
ン
、
ミ
エ
ン
語
で
は
ゾ
オ
ダ
ン
）
の
盤
王
願

（
ビ
ェ
ン
フ
ン
ニ
ョ
オ
ン
）
部
分
で
読
誦
詠
唱
さ
れ
る
民
族
の
起
源
や
歴

史
の
記
さ
れ
た
『
大
歌
書
』（
ト
ン
ゾ
ン
ス
ー
、
通
称
『
盤
王
大
歌
』）
を

扱
う
。
こ
の
儀
礼
は
歌
堂
儀
礼
（
ガ
ー
ト
ン
）
と
も
称
さ
れ
、
歌
謡
が
重

要
と
さ
れ
る
が
、
中
で
も
韻
文
の
経
文
が
問
答
形
式
で
歌
わ
れ
る
等
複
雑

な
読
誦
詠
唱
が
見
ら
れ
る
［
廣
田　

二
〇
一
六
］。
今
回
藍
山
県
の
「
盤

王
大
歌
」
の
個
性
と
普
遍
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
異
な
る
地
域
に

お
い
て
実
際
の
歌
堂
儀
礼
で
使
用
さ
れ
て
い
る
二
種
の
経
文
と
の
比
較
対

照
を
試
み
る
。

一
．
還
家
願
儀
礼
の
行
な
わ
れ
た
状
況

『
大
歌
書
』
が
読
誦
詠
唱
さ
れ
る
還
家
願
儀
礼
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

藍
山
県
所
城
郷
幼
江
村
の
盤
家
（
大
盤
）
（
１
）

に
お
い
て
二
〇
一
一
年
一
一
月

一
六
日
～
一
一
月
二
一
日
（
旧
暦
一
〇
月
二
一
日
～
二
六
日
）
実
施
さ
れ

た
還
家
願
儀
礼
を
具
体
的
な
事
例
と
す
る
。
盤
家
の
跡
継
ぎ
で
あ
る
盤
栄

富
氏
と
そ
の
妹
婿
の
盤
明
古
氏
、
そ
し
て
盤
栄
富
氏
の
父
の
妹
の
夫
で
あ

る
盤
林
古
氏
（
故
人
）
と
そ
の
子
で
栄
富
氏
に
と
っ
て
は
い
と
こ
で
あ
る

盤
継
生
氏
・
盤
認
仔
氏
・
盤
新
富
氏
の
三
兄
弟
、
計
六
名
が
受
礼
者
と
な

り
祭
司
と
な
る
法
名
を
得
、
家
を
継
ぎ
先
祖
の
祀
り
を
行
な
い
、
自
分
も

祖
先
の
法
名
が
連
ね
ら
れ
る
家
先
単
（
図
１
）
に
法
名
が
加
え
ら
れ
祀
ら

れ
る
資
格
を
得
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
掛
三
灯
儀
礼
が
中
心
と
な
る
。
状

況
と
し
て
は
盤
家
で
は
一
九
三
〇
年
代
に
流
行
病
に
よ
っ
て
七
人
が
亡
く

な
る
不
幸
が
あ
り
、
そ
の
時
に
願
を
掛
け
た
が
そ
の
後
ず
っ
と
願
ほ
ど
き

を
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
に
な
り
条
件
が
整
い
、

願
ほ
ど
き
の
儀
礼
を
行
な
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
実
現
さ
れ
た
還
家
願
儀

礼
で
は
、
願
掛
け
が
成
就
し
た
こ
と
に
対
す
る
願
ほ
ど
き
の
儀
礼
、
さ
ら

な
る
願
掛
け
の
儀
礼
、
さ
ら
に
盤
王
を
祀
る
儀
礼
も
行
な
わ
れ
た
。
こ
の

盤
王
を
祀
る
儀
礼
「
盤
王
願
」
に
お
い
て
『
大
歌
書
』
が
読
誦
詠
唱
さ
れ

た
。還

家
願
儀
礼
で
は
三
人
の
祭
司
が
程
行
師
・
招
兵
師
・
還
願
師
・
賞
兵

師
・
掛
灯
師
と
称
さ
れ
る
役
割
を
分
担
し
、
そ
の
弟
子
た
ち
と
共
に
祭
祀

を
行
な
う
。
そ
の
ほ
か
に
供
物
を
準
備
し
、
儀
礼
の
段
取
り
を
取
り
仕
切

る
主
厨
官
、
文
書
作
成
を
担
当
す
る
書
表
師
、
歌
を
担
当
す
る
歌
娘
、
若

い
男
女
三
名
ず
つ
の
三
姓
単
郎
と
三
姓
青
衣
女
人
、
は
や
し
方
の
笛
吹

師
・
鑼
鼓
師
、
祭
壇
に
線
香
を
供
え
る
香
燈
師
等
の
役
割
が
あ
る
［
神
奈

川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科　

二
〇
一
二
：
二
三
―
一
一

六
］。祭

場
は
盤
栄
富
氏
宅
の
庁
堂
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
入
口
を
入
っ
て
正
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面
右
側
に
盤
栄
富
氏
の
先
祖
を
祀
る
常
設
の
祭
壇
（
家
先
壇
）
が
あ
る
。

祭
儀
の
前
半
に
は
、
中
央
に
祭
壇（
２
）が

し
つ
ら
え
ら
れ
、
壁
に
は
元
始
天
尊

の
左
右
に
道
徳
天
尊
、
霊
宝
天
尊
を
配
し
、
こ
の
三
清
を
中
央
と
し
、
左

に
聖
主
・
太
歳
・
十
殿
・
李
天
師
・
地
府
・
大
海
番
・
海
番
張
趙
二
郎
・

把
壇
師
、
右
に
玉
皇
・
総
壇
・
張
天
師
・
三
将
軍
・
天
府
・
鍳
斎
大
王
の

神
像
の
描
か
れ
た
軸
（
神
画
）
一
七
種
二
二
軸
が
掛
け
ら
れ
た（
３
）。

祭
儀
の
進
行
に
従
っ
て
、
先
祖
を
祀
る
祭
壇
に
は
紅
紙
の
切
り
紙
が
掲

げ
ら
れ
た
り
、
七
星
姐
妹
等
を
祀
る
祭
壇
や
開
天
門
の
儀
礼
を
行
な
う
た

め
の
祭
場
等
が
加
え
ら
れ
た
。
祭
儀
の
後
半
の
盤
王
を
祀
る
儀
礼
の
祭
壇

は
前
半
と
一
変
し
、
神
画
は
外
さ
れ
、
正
面
に
盤
王
を
象
徴
す
る
紅
紙
を

切
り
抜
い
た
紅
羅
緞
が
貼
ら
れ
、
丸
ご
と
豚
一
頭
が
供
物
と
し
て
並
べ
ら

れ
、
そ
の
上
に
ち
ま
き
が
置
か
れ
、
切
り
紙
の
花
旗
が
挿
さ
れ
た
。
こ
の

祭
壇
前
で
複
数
の
祭
司
に
よ
り
、『
盤
王
大
歌
』
の
読
誦
詠
唱
が
進
め
ら

れ
た
。

二
．「
盤
王
大
歌
」
詠
唱
の
意
義

還
家
願
儀
礼
の
前
半
で
は
、
家
々
で
以
前
立
願
さ
れ
た
こ
と
へ
の
願
ほ

ど
き
が
行
な
わ
れ
、
後
半
で
は
か
つ
て
神
話
世
界
で
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ

る
盤
王
へ
の
救
い
を
求
め
た
願
掛
け
と
祭
祀
を
行
な
う
願
ほ
ど
き
が
再
現

さ
れ
る
。
個
人
の
家
々
の
大
願
成
就
の
願
ほ
ど
き
に
は
盤
王
の
祭
祀
が
必

須
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
還
家
願
儀
礼
の
後
半
「
盤
王
願
」
に
お
い
て
『
大
歌
書
』
の
読
誦

詠
唱
が
行
な
わ
れ
る
。「
盤
王
願
」
と
い
う
大
儀
礼
名
が
示
す
よ
う
に
、

盤
王
の
名
に
集
約
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
実
際
に
は
三
廟
聖
王
と
も
総

称
さ
れ
、
さ
ら
に
連
州
唐
王
グ
ル
ー
プ
、
行
平
十
二
遊
師
グ
ル
ー
プ
、
福

（
伏
）
霊
五
婆
グ
ル
ー
プ
、
福
江
盤
王
グ
ル
ー
プ
、
厨
司
五
旗
兵
馬
グ

ル
ー
プ
、
陽
州
宗
祖
家
先
グ
ル
ー
プ
と
に
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
こ
と
が
で

き
る
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
祖
先
神
の
神
統
に
属
す
る
神
々
が
祭
祀
の
対

象
と
さ
れ
て
い
る
。
神
々
は
連
州
、
行
平
、
福
（
伏
）
霊
、
福
江
、
厨

司
、
陽
州
の
地
名
を
付
し
て
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
が

長
年
に
わ
た
っ
て
移
住
を
繰
り
返
し
て
き
た
記
憶
の
地
と
そ
こ
で
活
躍
し

た
祖
先
神
と
が
接
合
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る（
４
）。

現

地
で
は
三
廟
聖
王
の
中
で
も
盤
王
を
特
別
と
考
え
、
救
世
主
の
盤
王
（
ビ

エ
ン
フ
ン
）
さ
ら
に
龍
犬
盤
瓠（
５
）（

盤
護
）
と
も
一
致
す
る
と
考
え
て
い

る
。「

盤
王
願
」
の
最
初
の
段
階
の
「
流
楽
」
で
読
誦
さ
れ
る
「
点
男
点
女

過
山
根
」
の
漂
洋
過
海
神
話
に
あ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族

が
海
を
渡
り
遭
難
し
た
際
、
三
廟
聖
王
に
救
い
を
求
め
願
を
掛
け
、
無
事

に
上
陸
で
き
た
の
で
、
約
束
を
果
た
す
祭
祀
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
と



ミエン・ヤオ族の還家願儀礼で読誦詠唱される『大歌書』の異本対照の試み— 399 —

さ
れ
る
。
神
々
と
の
契
約
関
係
は
現
在
に
至
っ
て
も
引
き
継
が
れ
、
救
世

主
盤
王
に
象
徴
さ
れ
る
祖
先
神
は
、
子
孫
の
祈
願
の
対
象
で
あ
り
続
け
、

大
願
成
就
の
願
ほ
ど
き
の
祭
祀
が
続
け
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
［
廣
田　

二
〇
一
三
ｃ
］。
家
々
で
行
な
わ
れ
る
立
願
は
、
盤
王
へ
の
祭
祀
契
約
と

も
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
還
家
願
儀
礼
に
お
い
て
実

践
さ
れ
る
願
ほ
ど
き
は
こ
の
契
約
履
行
と
い
え
る（
６
）。
儀
礼
全
体
を
貫
く
重

要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
は
盤
王
と
の
祭
祀
契
約
と
履
行
で
あ
る
と
考
え
る
。

盤
王
願
儀
礼
は
、
広
い
意
味
で
の
祖
先
へ
の
祭
祀
で
あ
る
と
い
え
る
。

神
話
叙
事
お
よ
び
歴
史
叙
事
で
あ
る
『
大
歌
書
』（
い
わ
ゆ
る
『
盤
王
大

歌
』）
を
詠
唱
す
る
こ
と
で
自
民
族
の
起
源
や
出
自
に
か
か
わ
る
伝
承
を

再
確
認
し
、
祖
先
を
讃
え
、
綿
々
と
継
続
さ
れ
て
き
た
祭
祀
契
約
と
そ
の

履
行
の
実
践
で
あ
る
祭
祀
が
行
な
わ
れ
る
。

祭
祀
に
お
い
て
は
、
祭
壇
の
供
物
に
ま
で
民
族
の
漂
洋
過
海
神
話
が
表

現
さ
れ
、
豚
の
頭
の
上
に
載
せ
ら
れ
た
肉
片
は
、
大
時
化
の
際
船
の
舳
先

で
無
事
を
祈
る
の
に
使
っ
た
ハ
ン
カ
チ
を
表
わ
す
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に

し
っ
ぽ
は
船
の
櫂
、
腸
は
接
岸
の
ロ
ー
プ
、
肝
臓
は
船
の
碇
、
脂
肪
は
帆

布
を
表
わ
す
と
さ
れ
る
。
豚
の
上
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
笹
に
包
ま
れ
た
ち

ま
き
は
帆
を
表
わ
す
葉
で
く
る
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ
、
そ
の
上
に
挿
さ
れ

た
旗
は
救
世
主
盤
王
の
好
き
な
三
六
種
の
花
を
表
わ
す
と
さ
れ
る
（
図

１
）。
神
話
と
歴
史
が
歌
わ
れ
る
儀
礼
空
間
に
は
神
話
世
界
が
表
現
さ
れ
、

自
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
五
感
で
認
識
す
る
場
と
な
る
。

歌
唱
の
実
践
で
は
、
歌
は
神
の
声
が
わ
た
さ
れ
歌
書
や
歌
詞
が
引
き
出

さ
れ
て
初
め
て
詠
唱
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
歌
謡
語
を
用
い
た
大

歌
の
詠
唱
自
体
極
め
て
神
聖
な
行
為
だ
と
い
え
る
。
祭
祀
性
の
強
い
と
さ

れ
る
七
言
か
ら
な
る
詞
章
は
、
祭
祀
の
場
に
お
い
て
歌
謡
語
を
用
い
た
詠

唱
と
い
う
形
態
を
取
っ
て
表
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
呪
力
が
発
揮

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
［
廣
田　

二
〇
〇
九
］。
神
の

声
に
よ
っ
て
、
七
言
の
調
子
で
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
重
要
な
民
族
知
識
が

伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
効
果
的
に
歌
を
用

い
ら
れ
、
祖
先
の
移
住
の
記
憶
と
歴
史
、
神
と
さ
れ
る
祖
先
の
所
業
を
顕

在
化
し
て
い
る
と
い
え
る
。
大
歌
に
は
民
族
が
蓄
積
し
て
き
た
種
々
な
知

識
や
精
神
文
化
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
詠
唱
で
は
問
答
や
反
復
の
形
式
を

取
り
つ
つ
発
露
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

大
歌
の
詠
唱
は
多
く
の
場
面
で
問
答
形
式
を
取
り
、
謎
掛
け
と
謎
解
き

が
行
な
わ
れ
、
祖
先
の
移
住
が
記
憶
さ
れ
て
い
る
地
か
ら
来
た
来
訪
者
と

の
遭
遇
が
表
現
さ
れ
る
。
謎
掛
け
と
謎
解
き
は
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
が
、
民
族
の
知
識
を
引
き
出
し
、
民
族
の
歴
史
を
学
習
す
る
仕
掛
け
と

も
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
謎
掛
け
に
よ
り
知
り
た
い
欲
求
も
増
長
さ
れ
、

修
辞
的
反
復
繰
り
返
し
に
よ
り
民
族
知
識
の
定
着
に
繫
が
る
こ
と
に
な
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る
。
対
句
と
反
復
は
儀
礼
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
［
山
本　

二
〇

〇
六
］
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
の
事
例
に
お
い
て
も
複
数
の
修
辞
の
反
復
が

確
認
で
き
、
大
歌
に
お
け
る
反
復
は
祭
祀
歌
謡
の
重
要
な
特
性
と
い
え
る

［
廣
田　

二
〇
一
六
］

三
．
中
国
藍
山
県
と
そ
の
他
の
二
種
の
「
盤
王
大
歌
」
の

　
　

対
照

「
盤
王
大
歌
」
（
７
）

を
構
成
す
る
段
お
よ
び
小
段
を
並
べ
る
こ
と
は
、
内
容

を
推
測
す
る
た
め
の
あ
る
程
度
の
手
が
か
り
と
な
る
が
、
中
身
を
知
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
段
の
名
称
が
段
ご
と
に
付
さ
れ
て
い
る
経

典
は
む
し
ろ
少
な
く
、
段
の
名
称
が
中
身
に
対
応
し
て
統
一
し
て
付
さ
れ

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
中
身
は
短
い
も
の
で
七
言
上
下
句
四
言

で
成
立
す
る
も
の
も
あ
り
、
経
典
に
よ
っ
て
欠
失
・
加
筆
が
存
在
す
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
が
移
動
分
散
す
る
過
程
で
写
本
を

重
ね
て
い
る
う
ち
に
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
地
域
各
祭
司
の
所
蔵

す
る
「
盤
王
大
歌
」
の
異
本
を
対
校
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
多
く

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
集
め
、
複
数
の
異
本
を
比
較
対
照
さ
せ
る
こ
と

で
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
復
元
で
き
る
見
通
し
も
出
て
く
る
。

い
わ
ゆ
る
「
盤
王
大
歌
」
と
総
称
さ
れ
る
も
の
の
、
経
典
に
は
「
盤
王

図 1　盤王願の祭壇　漂洋過海神話を表わす豚の供犠
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歌
」「
大
歌
書
」「
盤
王
大
路
書
」「
大
堂
歌
書
」
等
と
題
名
が
付
け
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。

盤
王
・
ビ
エ
ン
フ
ン
は
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
に
と
っ
て
、
過
海
で
遇
難
し

た
際
に
命
を
救
っ
て
く
れ
た
救
世
主
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
盤
王
大
歌
」

が
歌
わ
れ
る
「
歌
堂
」
が
行
な
わ
れ
る
場
は
、
湖
南
省
藍
山
県
の
場
合
大

願
成
就
の
願
ほ
ど
き
の
際
、
盤
王
に
感
謝
す
る
盤
王
願
儀
礼
に
お
い
て
行

な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
通
称
「
盤
王
大
歌
」
と
表
現
さ
れ
る
の

は
自
然
な
こ
と
と
い
え
る
。
た
だ
し
藍
山
県
の
経
典
の
題
は
「
大
歌
書
」

と
さ
れ
て
い
る
。
経
文
の
内
容
が
盤
王
の
所
業
の
み
で
成
り
立
っ
て
は
お

ら
ず
、
盤
王
は
西
天
福
江
の
地
に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
、
鋤
を
作
り
、
田
を

耕
し
、
豊
作
を
も
た
ら
し
、
苧
麻
を
植
え
、
織
機
を
作
り
、
布
を
作
り
、

太
平
を
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
生
業
神
と
し
て
の
性
格
を
も
ち
、
三
廟
神

あ
る
い
は
四
廟
神
（
連
州
の
唐
王
、
行
平
の
遊
師
、
伏
霊
の
五
婆
、
厨
司

の
五
旗
）
と
さ
れ
る
祖
先
神
と
並
ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
む

し
ろ
、
洪
水
、
兄
弟
婚
、
天
地
創
造
、
祖
先
神
等
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
根
幹
を
な
す
神
話
や
歴
史
叙
事
や
重
層
的
に
蓄
積

さ
れ
た
種
々
な
伝
承
が
混
在
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え

て
も
「
大
歌
書
」
と
題
さ
れ
て
い
る
の
は
実
情
に
合
っ
て
い
る
と
い
え

る
。祭

司
の
趙
金
付
氏
に
よ
れ
ば
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
漢
字
文
書
読
誦
に

は
、
儀
礼
語
（
サ
イ
ワ
ァ
・
師
話
）
と
歌
謡
語
（
ズ
ン
ニ
ェ
ン
ワ
ァ
）
の

別
が
あ
る
。『
大
歌
書
』
は
ズ
ン
ニ
ェ
ン
ワ
ァ
が
用
い
ら
れ
、
テ
キ
ス
ト

を
使
う
の
で
読
歌
（
ド
ゥ
ヅ
ォ
ン
）
に
属
す
。
さ
ら
に
ズ
ン
ニ
ェ
ン
ワ
ァ

に
は
テ
キ
ス
ト
を
使
わ
な
い
唱
歌
（
バ
ァ
ヅ
ォ
ン
）
と
念
歌
（
ニ
ェ
ン

ヅ
ォ
ン
）
と
造
歌
（
ツ
ゥ
ヅ
ォ
ン
）
が
あ
る
。
師
話
（
サ
イ
ワ
ァ
）
は
、

テ
キ
ス
ト
の
読
誦
に
用
い
ら
れ
る
が
、
漢
語
と
ミ
エ
ン
語
と
歌
謡
語
が
混

ざ
っ
た
読
み
方
で
あ
る
。
例
と
し
て
「
意
者
書
」
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
の
儀

礼
書
を
読
む
の
に
用
い
ら
れ
る
。『
大
歌
書
』
は
七
言
上
下
句
四
句
か
ら

な
り
、
現
地
語
で
上
句
を
ア
ン
ジ
ュ
ウ
、
下
句
は
ハ
ア
ジ
ュ
ウ
、
四
句
を

ビ
ェ
ジ
ュ
ウ
、
七
言
節
句
つ
ま
り
一
句
語
を
イ
エ
ジ
ュ
ウ
ワ
ァ
、
七
言
上

下
句
四
句
一
條
を
ヤ
ッ
デ
ィ
ズ
ォ
ン
と
称
す
と
さ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
編
集
を
加
え
ら
れ
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
書
写
さ

れ
現
役
の
祭
司
に
よ
っ
て
実
際
の
歌
堂
の
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
大
歌

書
」
を
選
ん
で
比
較
対
照
を
試
み
た
い
。「
大
歌
」
の
歌
わ
れ
る
歌
堂
の

儀
礼
的
背
景
を
調
査
し
て
い
る
中
国
湖
南
省
藍
山
県
匯
源
郷
湘
藍
村
祭
司

趙
金
付
（
法
名
法
明
）
氏
の
使
用
し
て
い
る
『
大
歌
書
』（
上
冊
一
一
四

頁
、
下
冊
一
二
〇
頁
）（
Z
―
19
、
Z
―
20
）
と
湖
南
省
寧
遠
県
九
疑
山

紫
荊
村
祭
司
盤
旺
古
（
法
名
法
旺
）
氏
所
蔵
本
『
盤
王
（
皇
）
歌
書
』、

湖
南
省
資
興
市
団
結
瑶
族
郷
祭
司
所
蔵
本
『
趙
財
一
郎
大
堂
歌
書
』
を
並

べ
て
校
異
を
試
み
た
い
。
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藍
山
県
匯
源
郷
湘
藍
村
祭
司
趙
金
付
氏
所
蔵
の
経
典
は
、
二
〇
一
一
年

の
盤
家
で
実
施
さ
れ
た
還
家
願
儀
礼
で
の
使
用
に
あ
わ
せ
、
儀
礼
に
お
い

て
文
書
作
成
を
担
当
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
馮
栄
軍
氏
が
寧
遠
県
の

経
典
を
書
写
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

寧
遠
県
九
疑
山
紫
荊
村
祭
司
盤
旺
古
氏
所
蔵
『
盤
王
（
皇
）
歌
書
』

は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
か
ら
翌
一
月
に
か
け
て
藍
山
県
犁
頭
郷
山
背
村

盤
家
で
実
施
さ
れ
た
還
家
願
儀
礼
に
お
い
て
祭
司
と
し
て
賞
兵
師
の
職
を

務
め
た
盤
旺
古
氏
が
持
参
し
た
経
典
で
あ
る
。
上
冊
約
百
頁
、
下
冊
約
八

〇
頁
か
ら
な
り
表
紙
に
標
題
は
な
く
、
上
冊
末
に
「
光
緒
九
年
癸
未
歳
新

正
初
七
日　

盤
法
傳
騰
抄
盤
王
歌
書
一
本
永
遠
為
記　

香
火
開
通　

四
方

相
請
」
と
あ
り
、
下
冊
末
に
「
光
緒
九
年
癸
未
歳
正
月
十
五
日
抄
完
盤
皇

歌
書
貳
本　

盤
法
傳
永
遠
為
記　

香
火
開
通　

八
方
顯
應
」
と
あ
る
。
一

八
八
三
年
の
正
月
に
盤
法
傳
に
よ
り
書
写
さ
れ
た
『
盤
王
（
皇
）
歌
書
』

で
あ
る
と
わ
か
る
。

資
興
市
団
結
瑶
族
郷
祭
司
所
蔵
『
趙
財
一
郎
大
堂
歌
書
』
は
、
二
〇
〇

五
年
八
月
に
湖
南
省
資
興
市
団
結
瑶
族
郷
の
ヤ
オ
族
祭
司
に
よ
っ
て
執
り

行
な
わ
れ
た
盤
王
節
に
お
い
て
歌
唱
さ
れ
た
経
典
で
あ
る
。
表
紙
に
標
題

は
な
く
表
紙
の
裏
に
『
趙
財
郎
大
堂
書
壹
本
』
と
記
さ
れ
た
約
二
二
〇
頁

の
経
典
で
、
最
終
頁
に
「
上
大
堂
歌
書
全
本
完
了　

乾
隆
四
十
貮
年
十
二

月

二
日　

盤
連
智
習
讀
記
在
心　

日
後
香
火
闡
揚　

何
庭
魁
筆　

習
讀

記
在
心
何
庭
魁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
七
七
七
年
の
一
二
月
に
盤
連
智

と
何
庭
魁
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
『
大
堂
歌
書
』
で
あ
る
と
わ
か
る
。

儀
礼
で
詠
唱
さ
れ
て
い
る
複
数
の
経
典
の
文
字
の
異
同
を
比
べ
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
欠
失
・
加
筆
を
見
い
だ
し
、
地
域
的
な
差
異
は
も
ち
ろ
ん

綿
々
と
受
け
継
が
れ
続
け
て
い
る
部
分
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。

以
下
に
二
種
の
経
典
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
段
（
小
段
）
の
目
次
を
並
べ

て
み
る
。

中
国
藍
山
県
匯
源
郷
趙
金
付
所
蔵
『
大
歌
書
』

1
起
声
唱
、
2
初
入
席
、
3
隔
席
唱
、
4
論
娘
唱
、
5
日
出
早
、
6
日

出
晏
、
7
月
正
中
（
日
正
中
）、
8
月
正
斜
（
日
落
斜
）、
9
月
落
江
（
日

落
江
）、
10
月
落
西
（
日
落
西
）、
11
月
落
流
（
日
落
過
）、
12
夜
黄
昏
、

13
夜
深
闌
、
14
夜
深
深
、
15
天
星
上
、
16
天
上
星
、
17
月
亮
亮
、
18
第
一

洪
水
沙
曲
、
19
天
大
旱
、
20
天
柱
倒
（
天
杵
倒
）、
21
洪
水
発
、
22
洪
水

浸
、
23
北
邊
暗
、
24
天
暗
鳥
、
25
葫
蘆
叫
、
26
葫
蘆
熟
、
27
見
大
怪
、
28

伏
羲
相
合
、
29
為
婚
了
、
30
第
二
三
峯
閑
曲
、
31
造
天
地
、
32
置
天
地
、

33
唐
王
出
世
、
34
平
王
出
世
、
35
信
王
出
世
、
36
第
三
満
叚
曲
、
37
大
盤

州
、
38
小
盤
州
、
39
第
四
荷
葉
盃
曲
、
40
桃
源
洞
、
41
閭
山
学
堂
、
42
造

寺
魯
班
、
43
花
巧
、
44
鄧
古
、
45
何
物
、
46
第
五
南
花
子
曲
、
47
彭
祖
、

48
郎
老
、
49
第
六
飛
江
南
、
50
木
倒
地
、
51
船
到
水
、
52
神
去
、
53
第
七
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梅
花
大
盌

39
第
四
荷
葉
盃
曲
ま
で
を
上
冊
、
以
降
は
下
冊
の
内
容
と
な
る
。

丸
括
弧
内
は
筆
者
の
校
訂
。
以
後
同
様
。

寧
遠
県
九
疑
山
紫
荊
村
盤
旺
古
所
蔵
『
盤
王
（
皇
）
歌
書
』

1
起
聲
唱
、
2
起
歌
唱
、
3
初
入
席
、
4
論
娘
唱
、
5
天
星
上
、
6
月

初
早
、
7
月
正
中
、
8
月
正
斜
、
9
月
落
西
、
10
月
落
江
、
11
夜
黃
昏
、

12
夜
深
深
、
13
大
星
上
、
14
月
亮
亮
、
15
弟
（
第
）
一
洪
水
沙
、
16
天
大

早
（
旱
）、
17
見
大
怪
、
18
天
地
動
、
19
天
柱
倒
、
20
葫
蘆
熟
、
21
洪
水

發
、
22
伏
羲
相
甲
、
23
為
昏
（
婚
）
了
、
24
弟
（
第
）
二
相
逢
閑
曲
、
25

●
天
地
、
26
高
王
種
竹
、
27
劉
王
種
木
、
28
盤
王
出
世
、
29
石
崇
富
貴
、

30
流
羅
花
巧
、
31
弟
（
第
）
三
滿
段
曲
、
32
唐
王
出
世
、
33
大
盤
州
、
34

小
盤
州
、
35
弟
（
第
）
四
荷
葉
盃
曲
、
36
桃
源
、
37
閭
山
學
堂
、
38
魯
班

造
寺
、
39
鄧
古
、
40
何
物
、
41
弟
（
第
）
五
南
花
子
曲
、
42
大
荷
（
何
）

物
、
43
彭
祖
、
44
郎
老
、
45
弟
（
第
）
六
抛
江
南
曲
、
46
欄
散
歌
頭
欄
散

歌
尾
、
47
弟
（
第
）
七
梅
花
酒
碗

●
は
不
明
箇
所
、
以
降
同
様
。

資
興
市
祭
司
所
蔵
の
乾
隆
四
二
年
（
一
七
七
七
年
）
の
銘
が
あ
る
手
抄

本
『
趙
財
一
郎
大
堂
歌
書
』
に
は
、
目
次
は
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
段
を

代
表
す
る
語
句
を
抽
出
し
て
構
成
を
示
す
。
1
起
声
唱
、
2
論
娘
唱
、
3

●
入
席
、
4
隔
席
唱
、
5
分
●
唱
、
6
平
平
唱
、
7
日
頭
出
、
8
月
正

中
、
9
月
斜
斜
、
10
月
落
西
、
11
月
落
江
、
12
日
頭
過
江
、
13
夜
深
蘭
、

14
夜
深
深
、
15
夜
黄
昏
、
16
黄
昏
、
17
月
亮
、
18
第
一
紅
系
紗
曲
、
19
一

片
烏
、
20
二
十
八
後
生
、
21
第
二
圍
歌
曲
、
22
天
大
旱
、
23
見
怪
歌
、
24

天
柱
倒
、
25
天
暗
鳥
、
26
北
邊
暗
、
27
洪
水
発
、
28
雷
落
地
、
29
葫
蘆

歌
、
30
大
州
出
、
31
葫
蘆
熟
、
32
洪
水
発
、
33
洪
水
浸
、
34
為
婚
了
、
35

第
二
圍
三
逢
閑
曲
、
36
造
得
地
、
37
造
得
天
、
38
置
天
地
、
39
仰
歌
曲
、

40
深
山
竹
木
、
41
唐
王
出
世
、
42
信
王
出
世
、
43
盤
王
出
世
、
44
白
涼

扇
、
45
坦
傘
、
46
盤
王
歌
曲
、
47
盤
王
起
計
、
48
石
崇
富
貴
、
49
琵
琶
、

50
魯
班
、
51
第
三
圍
満
叚
曲
、
52
出
嫁
早
、
53
秀
才
、
54
師
人
、
55
十
二

遊
師
、
56
烏
雲
上
、
57
大
州
、
58
英
台
、
59
梁
山
、
60
大
舡
、
61
第
四
叚

荷
葉
歌
曲
、
62
桃
源
洞
、
63
閭
山
、
64
起
造
歌
曲
、
65
造
寺
魯
班
、
66
四

字
、
67
鄧
古
歌
、
68
遭
小
何
物
歌
、
69
第
五
叚
南
花
曲
、
70
唱
何
物
歌
、

71
唱
古
人
歌
、
72
郎
老
了
、
73
唱
彭
祖
歌
、
74
唱
第
六
叚
飛
江
南
曲
、
75

唱
送
聖
歌
、
76
舡
成
了
、
77
舡
到
水
、
78
送
神
去
、
79
第
七
叚
鴨
六
曲
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

二
種
の
経
典
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
目
次
を
見
る
と
、
藍
山
県
匯
源
郷
本

趙
金
付
氏
所
蔵
『
大
歌
書
』
と
寧
遠
県
九
疑
山
紫
荊
村
盤
旺
古
氏
所
蔵

『
盤
王
（
皇
）
歌
書
』
両
者
と
も
に
経
文
の
一
部
分
を
段
の
題
名
に
し
て
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い
る
場
合
が
多
く
見
え
る
。
た
だ
題
名
に
取
り
上
げ
る
部
分
や
題
名
を
付

け
る
頻
度
が
異
な
る
。
段
の
題
名
は
経
文
の
文
面
と
一
致
し
て
い
な
い
場

合
も
あ
る
。
さ
ら
に
経
文
の
配
置
順
が
経
典
に
よ
り
異
な
る
場
合
も
見
え

る
。
由
に
両
者
の
経
文
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
並
べ
て
対
照
比
較
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。

漢
字
文
書
は
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
漢
字
が
連
ね
ら
れ
て
お
り
、
一

行
を
左
右
に
分
け
る
分
け
字
で
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
祭
司
は
詠
唱
さ

れ
る
順
番
を
頭
に
し
っ
か
り
入
れ
た
上
詠
唱
し
て
い
る
。
実
際
の
詠
唱
法

は
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
経
文
の
文
面
を
一
見
す
る
だ
け
で
は
詠
唱
法
ま

で
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
『
大
歌
書
』
の
漢
字
経
文
が
ど

の
よ
う
な
音
訓
と
節
が
付
さ
れ
詠
唱
さ
れ
る
か
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し

そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
音
訓
が
付
さ
れ
て
ど
の
よ
う
な
曲
節
が
付
さ
れ
て

い
る
の
か
は
、
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
。
経
典
の
文
字
の
み
を
扱
う
こ
と
と

す
る
。
ま
た
経
典
全
体
で
は
な
く
、
藍
山
県
匯
源
郷
の
経
典
（
Z
―
19
）

の
目
次
に
あ
る
小
段
の
31
造
天
地
か
ら
35
信
王
出
世
ま
で
の
み
を
対
校
す

る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
部
分
を
選
ん
だ
理
由
は
ヤ
オ
族
の
祖
先
神
に
か
か

わ
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

説
明三

種
の
異
本
の
対
照
表
の
対
象
文
献
は
中
国
藍
山
県
匯
源
郷
趙
金
付
所
蔵

『
大
歌
書
』。

対
校
文
献
の
上
段
は
遼
寧
県
九
疑
山
紫
荊
村
盤
旺
古
所
蔵
『
盤
王
歌
書
』。

対
校
文
献
の
下
段
は
資
興
市
祭
司
所
蔵
『
趙
財
一
郎
大
堂
書
』。

現
物
と
同
じ
箇
所
で
改
行
す
る
。

行
頭
に
連
番
を
つ
け
る
。

題
目
に
は
連
番
を
つ
け
な
い
。

題
目
が
出
現
す
る
ご
と
に
連
番
を
1
に
戻
す
。

太
い
下
線
は
対
校
文
献
の
上
段
と
相
違
の
あ
る
箇
所
を
示
し
て
い
る
。

細
い
下
線
は
対
校
文
献
の
下
段
と
相
違
の
あ
る
箇
所
を
示
し
て
い
る
。

二
重
線
は
対
校
文
献
の
上
段
、
下
段
と
相
違
の
あ
る
箇
所
を
示
し
て
い
る
。

対
校
文
献
同
士
の
相
違
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。

括
弧
内
の
文
字
が
同
じ
場
合
、
相
違
は
な
い
も
の
と
す
る
。

同
じ
字
数
の
分
け
字
同
士
の
対
照
は
、
相
違
の
あ
る
部
分
だ
け
下
線
を
引
く
。

分
け
字
と
普
通
字
の
対
照
は
、
分
け
字
全
体
と
普
通
字
に
下
線
を
引
く
。
分
け

字
内
に
普
通
字
と
同
位
置
で
同
文
字
が
あ
っ
て
も
下
線
を
引
く
。

分
け
字
の
あ
る
句
を
含
ん
だ
行
（
主
に
句
全
体
が
分
け
字
の
も
の
）
に
対
応

す
る
行
が
複
数
の
行
に
分
か
れ
て
い
る
場
合
、
分
け
字
を
展
開
し
た
状
態
で
対
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校
し
、
相
違
の
あ
る
部
分
に
下
線
を
引
く
。
分
け
字
の
展
開
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。

対
校
文
献
の
段
に
あ
る
表
は
上
か
ら
連
番
、
上
句
、
連
番
、
下
句
を
表
わ
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
文
献
の
各
項
目
に
対
応
し
て
い
る
。
下
句
の
連
番
は

上
句
の
連
番
と
同
じ
場
合
省
略
す
る
。
対
応
関
係
を
優
先
す
る
た
め
上
句
が
下

句
の
マ
ス
に
表
記
さ
れ
る
こ
と
や
そ
の
逆
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
場
合

連
番
に
上
下
を
示
す
。
例
え
ば
、
連
番
に
上
36
と
あ
れ
ば
連
番
36
の
行
の
上
句

の
意
味
。

同
様
に
下
37
と
あ
れ
ば
連
番
37
の
行
の
下
句
の
意
味
で
あ
る
。

「
…
」
は
省
略
を
表
わ
す
。
一
つ
の
行
に
該
当
す
る
行
が
複
数
あ
る
場
合
、
行

の
中
か
ら
該
当
す
る
部
分
だ
け
を
抜
き
出
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
を
「
…
」
で

略
す
。
上
下
の
別
、
行
番
号
が
同
じ
も
の
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
…
」
を
除
い
て
合

成
す
れ
ば
も
と
の
形
に
戻
る
。
例
え
ば
、
連
番
に
下
37
、
続
く
マ
ス
に
「
老
了

裡
（
禮
）
拜
敬
…
」
と
あ
り
、
付
近
の
マ
ス
の
連
番
に
下
37
、
続
く
マ
ス
に

「
…
燒
香
」
と
あ
れ
ば
、
連
番
37
の
下
句
全
体
は
「
老
了
裡
（
禮
）
拜
敬
燒
香
」

で
あ
る
。

「
＜
」「
＞
」
は
対
象
文
献
に
は
存
在
し
な
い
が
対
校
文
献
に
存
在
す
る
句
の

切
れ
目
（
空
白
や
改
行
）
の
箇
所
を
表
わ
し
、
対
校
文
献
の
段
の
上
句
下
句
の

別
は
こ
れ
を
基
準
に
す
る
。「
＜
」
は
対
校
文
献
の
上
段
、「
＞
」
は
対
校
文
献

の
下
段
の
切
れ
目
を
表
わ
し
て
い
る
。

対
象
文
献
の
一
行
に
三
つ
以
上
区
切
り
が
あ
る
、
も
し
く
は
「
＜
」「
＞
」
に

よ
っ
て
三
つ
以
上
の
区
切
り
が
生
じ
た
場
合
、
対
校
文
献
の
段
は
次
行
の
上
段

が
三
区
切
り
目
、
そ
の
下
が
四
区
切
り
目
と
い
う
よ
う
に
以
降
増
え
て
い
く
。

対
象
文
献
の
ナ
シ
は
該
当
す
る
行
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
表
わ
す
。

対
校
文
献
の
ナ
シ
は
該
当
す
る
句
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
表
わ
す
。

分
け
字
は
／
で
示
す
。
／
の
位
置
か
ら
句
頭
も
し
く
は
句
末
ま
で
の
文
字
数

で
少
な
い
方
を
分
け
字
数
と
し
、
／
を
中
心
と
し
た
前
後
の
分
け
字
数
と
同
じ

数
の
文
字
が
分
け
字
と
な
る
。
例
え
ば
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
／
Ｈ
と
記
し
て
あ
れ

ば
、
分
け
字
数
は
一
で
Ｇ
／
Ｈ
が
分
け
字
で
あ
る
。
同
様
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

／
Ｈ
Ｉ
と
記
し
て
あ
れ
ば
、
分
け
字
数
は
二
で
Ｆ
Ｇ
／
Ｈ
Ｉ
が
分
け
字
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
／
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ
と
記
し
て
あ
れ
ば
、
分
け
字
数
は
三
で
Ａ
Ｂ
Ｃ
／
Ｄ
Ｅ

Ｆ
が
分
け
字
で
あ
る
。
こ
の
規
則
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
は
｛ 

｝
で
く
く

り
、
分
け
字
を
示
す
。
例
え
ば
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
｛
Ｅ
／
Ｆ
｝
Ｇ
Ｈ
と
あ
れ
ば
Ｅ
／
Ｆ

が
分
け
字
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
｛
Ｇ
／
Ｈ
Ｉ
｝
と
あ
れ
ば
Ｇ
／
Ｈ
Ｉ
が
分
け
字
で

あ
る
。

分
け
字
の
展
開
は
、
分
け
字
以
外
の
部
分
を
二
度
繰
り
返
し
、
分
け
字
の
部

分
は
一
度
目
の
繰
り
返
し
に
は
／
を
中
心
に
し
た
上
（
左
）
の
字
を
用
い
、
二

度
目
に
は
下
（
右
）
の
字
を
用
い
る
。
例
え
ば
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
／
Ｈ
の
展
開

は
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｈ
と
な
る
。
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31
造
天
地
か
ら
35
信
王
出
世

	
ナ
シ

一	

第
一
平
王
造
得
地	

第
二
高
王
造
得
天
／

錢○

○

	

ナ
シ

○
	

ナ
シ

二	

第
三
煖
王
造
得
火	

第
四
盤
王
造
得
衫

三	

第
一
平
王
造
得
地	

第
二
高
王
造
得
天

四	

高
王
造
天
蓋
不
過	
立
轉
地
王
蓋
過
天
／

龍
王
蓋
過
正
團
圓

	

ナ
シ

五	

何
物
量
天
不
量
地	

何
物
量
地
不
量
人

六	

何
物
量
天
天
星
宿	

何
物
量
地
地
中
眠

七	

七
星
量
天
不
量
地	

田
螺
量
地
不
量
天

八	

何
物
量
天
天
星
宿	

何
物
量
地
地
中
眠

九	

地
下
量
量
無
萬
活	

天
上
量
量
無
萬
高

一
一	

莫
怪
歌
詞
相
說
報	

烏
龜
背
上
也
無
毛

一
一	

平
地
塞
河
成
大
海	

如
何
得
見
月
出
生
／

團
圓

一
二	

日
頭
出
世
照
下
海
／

天
下	

龍
王
出
世
伴
何
生
／

邊

一
三	

初
造
日
頭
十
二
個	

出
世
日
頭
兩
個
無
／

明

一
四	

十
個
打
落
銅
羅
國	

兩
個
有
歲○
身
帶
珠
／

針

置
天
地
一
段

1
弟
（
第
）
一
平
王
造

得
地

弟
（
第
）
二
高
王
造

得
天

2
弟
（
第
）
三
竹
王
造

得
火

弟
（
第
）
四
銅
王
造

得
錢

3
弟
（
第
）
一
平
王
造

得
地

弟
（
第
）
二
高
王
造

得
天

4
弟
（
第
）
三
煖
王
造

得
首

弟
（
第
）
四
盤
王
造

得
衫

5
弟
（
第
）
一
平
王
造

得
地

弟
（
第
）
二
高
王
造

得
天

6
高
王
造
天
蓋
不
過

立
轉
地
王
蓋
過
天

8
高
王
造
天
蓋
不
過

龍
王
蓋
過
正
專
員

7
弟
（
第
）
一
平
王
造

得
地

弟
（
第
）
二
高
王
造

得
天

9
何
物
量
天
不
量
地

何
物
量
地
不
量
天
／

口○
中
眠

10
何
物
量
天
天
星
宿

何
物
量
地
地
中
眠

11
七
星
量
天
不
量
地

田
螺
量
地
不
量
天

12
七
星
量
天
天
星
宿

田
螺
量
地
地
中
眠

13下
地
下
量
量
無
萬○
高
／

深

13上
天
上
量
量
無
萬
闊

14
莫
怪
歌
詞
相
說
報

烏
龜
背
上
世
無
毛
／

塵

15
平
地
塞
河
成
大
海

因
何
得
見
月
初
生
／

園
（
圓
）

16
日
頭
出
世
照
天
下

龍
王
出
世
傍
河
生
／

前

17
初
造
日
頭
十
二
個

出
世
日
頭
兩
個
無
／

陰

18
十
個
打
落
同
爐
國

兩
個
有
賢
身
帶
珠
／

金

又
唱
平
王
歌

1
第
一
平
王
造
得
地

第
二
高
王
造
得
天

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

2
第
三
｛
煖
／

竹
｝
王

造
得
火
／

手

第
四
｛
同
（
銅
）／
盤
｝

王
造
得
錢
／

衫

3
第
一
平
王
造
得
地

第
二
高
王
造
得
天

4
高
王
造
天
蓋
不
過

立
轉
地
王
蓋
過
天
／

龍
王
蓋
過
正
圍
團

ナ
シ

ナ
シ

5
何
物
／

七
星
量
天
不

量
地

何
物
／

田
螺
量
地
不

量
天

6
何
物
／

七
星
量
天
天

心
宿

何
物
／

田
螺
量
地
地

中
眠

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

7
地
下
量
量
無
萬
闊

天
上
量
量
無
萬
高

8
莫
怪
歌
詞
相
說
報

烏
龜
背
上
也
無
毛

9
平
王
寒
河
成
大
海

因
河
（
何
）
得
見
月

初
生

10
日
頭
出
世
照
下
地

龍
王
出
世
傍
河
生
／

前

11
初
至
日
頭
十
二
個

出
世
日
頭
兩
個
烏
／

陰

12
十
個
打
落
同
牢
國

兩
個
有
賢
身
代
金
／

朱
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ナ
シ

	

ナ
シ

一
五	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
｛
州
／

地
｝
庭

一
六	

置
得
日
頭
第
一
寶
／

天
子
再
高
身
落
細	

雙
置
七
星
／

明
月
在
天
第
二
名

	

ナ
シ

一
七	

高
王
造
天
更
立
地	
赤
王
立
地
月
初
生
／

完

一
八	

龍
堆
有
歲○
倒
容
杵	

轉
面
翻
歸
杵
又
先
／

生

一
九	

高
王
造
天
更
立
地	

赤
王
立
地
月
初
生

二
一	

龍
堆
有
歲○
倒
容
杵
／

月
裡
坐	

七
星
無
道
月
邊
行
／

身
邊

二
一	

高
王
造
天
更
立
地	

赤
王
立
地
月
初
生
／

團
圓

二
二	

龍
堆
有
歲○
月
裡
坐	

底
王
無
道
月
邊
行
／

身
邊

二
三	

高
王
造
天
｛
更
立
／

置
天
｝
地	

平
王
｛
立
地
／

地
下
｝
置
青
山

二
四	

置
得
青
山
無
萬
話	

又
置
江
河
無
萬
流
／

灣

二
五	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
｛
置
／

立
｝
山
源
／

苗

二
六	

立
得
山
｛
源
／

苗
｝
向
水
口	

又
置
水
源
無
萬
源
／

條

二
七	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
天
堂
／

平
田

二
八	

置
得
天
堂
無
萬
活
／

平
田
凡
人
作	

又
置
旱
禾
無
萬
倉
／

千

二
九	

高
王
置
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
田
塘
／

平
田

三
一	

置
得
｛
田
塘
／

平
田
｝
凡
人
作	

又
置
牯
牛
無
萬
千
／

雙

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

19
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
地
廷

20
置
得
日
頭
弟
（
第
）

一
寶

又
置
七
星
弟
（
第
）

二
名

22
天
子
在
高
身
落
細

明
日
在
高
弟
（
第
）

二
名

21
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
廷

23
高
王
造
天
置
天
地

赤
王
立
地
月
初
生
／

園
（
圓
）

24
龍
推
有
賢
倒
榕
樹

轉
面
番
歸
樹
又
生
／

園
（
圓
）

25
高
王
造
天
更
立
地

赤
王
立
地
月
初
生
／

元
（
圓
）

26
龍
准
有
賢
倒
榕
樹

七
星
無
道
月
邊
行
／

身
邊

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

27
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
青
山

28
置
得
青
山
無
萬
闊

又
置
江
河
無
萬
淁○

○

29
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
山
原
／

苗

30
置
得
山
｛
原
／

苗
｝

向
水
口

又
置
水
原
（
源
）
無

萬
原
／

名

31
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
平
塘
／

田

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

32
置
得
平
｛
塘
／

田
｝

凡
人
作

又
置
牯
牛
無
萬
雙
／

千

13
初
至
日
頭
十
二
個

出
世
日
頭
兩
個
賢
／

明

14
十
個
打
落
同
牢
國

兩
個
有
賢
身
代
錢
／

班

15
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

天
廷

16
置
得
日
頭
第
一
寶

又
置
七
星
第
二
名

18
天
子
在
高
身
落
細

明
月
在
高
第
二
名

17
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
天
廷

19
高
王
造
天
更
立
地

赤
王
更
地
月
初
生
／

團
圓

20
龍
廣
有
賢
倒
榕
杵

轉
面
番
歸
杵
又
生
／

先

21
高
王
造
天
更
立
地

赤
王
立
地
月
初
｛
生

／

團
園
（
圓
）｝

22
龍
廣
有
賢
月
裡
座

（
坐
）

七
星
不
到
月
身
行
／

遊

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

23
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
青
山
／

明

24
置
得
青
山
無
萬
闊

又
置
江
河
｛
無
萬
／

灣
對
｝
灣

25
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
立
山
原
／

青
苗

26
立
得
山
原
向
水
口

又
置
水
原
無
萬
原
／

名

27
高
王
造
天
至
（
置
）

天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

田
塘
／

平
田

28
至
（
置
）
得
田
｛
唐

（
塘
）
／

平
田
｝
凡
人
作

又
置
早
禾
無
萬
倉
／

千

29
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

田
唐
（
塘
）
／

平
田

30
置
得
｛
田
唐
（
塘
）

／

平
田
｝
凡
人
作

又
置
牯
牛
無
萬
千
／

雙
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三
一	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
江
河

三
二	
置
得
江
河
無
萬
活	

又
置
｛
春
車
／

江
魚
｝
無
萬
多

三
三	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
江
河

三
四	

置
得
江
河
無
萬
活
／

闊	

又
置
客
｛
人
／

船
｝
無
萬
多

三
五	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
江
河

三
六	

天
子
／

劉
三
造
得
千
條
路
／

歌
曲	

劉
三
唱
／

魯
班
造
得
萬
條
歌
／

象
牙
梳

三
七	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
楪
木
造
江
灘
／

心

	

ナ
シ

	

ナ
シ

三
八	

水
底
龍
王
為
學
院	

龍
王
塞
水○
盡
知
安

三
九	

水
底
龍
王
為
學
院	

龍
王
塞
水
盡
知
安
／

傳
古
到
如
今

四
一	

高
王
造
天
置
天
地	

亙○
王
立
地
置
羅
更

四
一	

置
得
羅
更
巡
官
轉	

又
置
龍
船
水
面
行

四
二	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
州
平
／

庭

	

ナ
シ

	

ナ
シ

四
三	

置
得
州
｛
平
／

庭
｝
相
公
坐	

又
置
州
門
對
縣
門
／

城

四
四	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
州
平
／

通

四
五	

置
得
州
｛
門
／

通
｝
相
公
坐	

又
置
筆
頭
手
裡
行
／

籠

四
六	

高
王
造
天
置
天
地	

平
王
造
地
置
州
庭
／

場

33
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
江
河
／

邊

34
置
得
江
河
／

邊
無
萬

活

又
置
｛
石
頭
／

里
（
鯉
）

魚
｝
無
萬
多
／

千

35
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
江
河
／

邊

36
置
得
江
｛
河
／

邊
｝

無
萬
活

又
置
客
｛
人
／

船
｝

萬
多
／

千

37
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
江
河
／

淮

38
天
子
／

劉
三
置
得
千
條

路
／

歌
曲

劉
三
唱○
／

魯
班
造
得
萬
条

（
條
）
歌
／

象
牙
梳

39
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
江
淮○
／

心○

○

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

40
水
底
龍
王
為
學
縣

龍
王
寒
水
正
知
安
／

傳
右
到
如
今

41
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
羅
更

（
庚
）

42
置
得
羅
更
（
庚
）
巡

天
轉

又
置
龍
船
水
面○
行

43
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
橫
厘

44
置
得
橫
厘
巡
官
使

行
過
手
中
心
正
思

45
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
平
／

廷

46
置
得
州
｛
廷
／

平
｝

相
公
座

又
置
州
門
對
縣
門
／

成
（
城
）

47
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
門
／

通

48
置
得
州
｛
門
／

通
｝

相
公
座

又
置
筆
頭
手
裡
行
／

龍○

○

49
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
高
／

廷

31
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

江
河

32
至
（
置
）
得
江
河
無

萬
闊

又
至
（
置
）
春
｛
更
／

裡
（
鯉
）
魚
｝
無
萬
多

33
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

江
河

34
至
（
置
）
得
江
河
無

萬
闊

又
至
（
置
）
客
｛
船

／

人
｝
無
萬
多

35
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
天
置
江
河

36
天
子
置
得
千
條
路

魯
班
做
得
象
牙
梳
／

床

37
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
得
至
（
置
）

江
河

38
劉
三
置
得
千
歌
曲

劉
三
造
得
萬
條
歌

39
高
王
造
天
至
（
置
）

天
地

平
／

龍
王
貼
石
｛
造
／

得
｝
江
河
／

心

ナ
シ

ナ
シ

40
水
底
龍
王
圍
學
縣

龍
王
寒
水
正
知
安
／

唐
古
到
如
今

41
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

羅
庚
／

州
平

42
置
得
羅
更
巡
官
使
／

州
平
相
公
座

又
置
州
門
對
縣
門
／

龍
船
水
面
行

43
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
廷
／

平

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

44
置
得
州
｛
廷
／

平
｝

相
公
座

又
置
州
門
對
縣
門
／

筆
頭
手
裡
龍

45
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
門
／

廷

46
置
得
州
門
相
公
座
／

廷
無
萬
闊

又
至
（
置
）
筆
頭
手

裡
龍
／

路
司
通
到
京

47
高
王
造
天
至
（
置
）

天
地

平
王
造
地
至
（
置
）

州
場
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ナ
シ

	

ナ
シ

四
七	

置
得
州
｛
庭
／

場
｝
相
公
坐	

人
置
路
司
通
到
京
／

鄉

	

ナ
シ

四
八	

開
路
深
山
過
曲
凸
／

凹	

龍
王
水
底
坐
寬
遊
／

生

四
九	

龍
王
水
底
寬
遊
坐	
望
見
月
頭
滿
地
流
／

行

五
一	

水
面
光
光
魚
喫○
冷	
水
底
光
光
魚
喫○
台
／

田

五
一	

莫
怪
歌
詞
相
說
報	

便
是
金
花
石
上
開
／

邊

五
二	

石
頭
都
綠○
是
魚
屋
／

補	

黃
砂
細
石
是
魚
補
／

屋

五
三	

蝦
公
是
郎
親
人
舊	

蝦
邑
是
郎
親
大
姑
／

兄

五
四	

白
鶴
灘
頭
　
白
　	

鯉
魚
水
底
喫
黃
涼
／

沙

五
五	

鴨
公
頭
帶
青
羅
帽	

鷄
公
頭
帶
石
榴
花
／

絲○

唐
王
種
竹

一	

深
山
竹
木
劉
王
種	

深
潭
曲
凹
是
龍
開

二	

南
安
水
族
是
龍
較	

水
底
龍
門
｛
入
後
／

日
夜
｝
開

三	

深
山
竹
木
劉
王
種	

蒼
邊
楊
柳
聖
人
栽

四	

珍
珠
糯
米
凡
人
寶	

伏
前
書
卷
僧
家
開
／

篇

五	

深
山
竹
木
劉
王
種	

巷
邊
楊
柳
聖
人
爭
／

栽

六	

珍
珠
糯
米
凡
人
寶	

香
爐
水
碗
僧
家
行
／

添

50
置
得
州
｛
高
／

廷
｝

相
公
座

腰
上
又
縛
系
（
絲
）

線
縚
／

青

51
高
王
造
天
置
天
地

平
王
造
地
置
州
廷
／

腸

52
置
得
州
｛
廷
／

塲

（
腸
）｝
無
萬
活

又
置
路
司
通
到
京
／

鄉

ナ
シ

53
開
路
深
潭
過
曲○
凹

龍
王
水
底
作
寬
生
／

遊

54
龍
王
水
底
寬
遊
座

望
見
日
頭
滿
地
行
／

流

55
水
底
光
光
魚
喫
令

水
面
光
光
魚
喫
台

（
苔
）
／

塵

56
莫
怪
歌
詞
相
說
報

便
是
今
花
石
上
門
／

新

57
石
頭
都
祿
是
魚
屋

黃
沙
細
石
是
魚
補
／

廳

58
蝦
公
是
郎
親
大
舊

蝦
色
是
郎
親
大
姑
／

情

59
白
鶴
淮
頭
喫
白
水

鯉
魚
水
底
喫
橫
沙
／

枝

60
鴨
公
頭
帶
青
羅
帽

鷄
公
頭
帶
柘
榴
花
／

系
（
絲
）

ナ
シ

61
深
山
竹
木
劉
王
種

深
潭
曲○
凹
是
龍
開

62
南
安
水
底
是
龍
交

水
底
龍
門
入
夜
開

63
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
楊
柳
聖
人
栽
／

連

64
珍
珠
糯
米
凡
人
寶

伏
前
書
巷
僧
家
開
／

偏

65
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
楊
柳
聖
人
爭
／

連

66
珍
珠
糯
米
凡
人
寶

香
爐
水
碗○
僧
家
行
／

湊○

○

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

48
置
得
州
場
無
萬
闊

又
置
路
司
通
到
鄉

又
仰
歌
曲
起

1
造
路
深
山
過
曲
土凹

（
坳
）

龍
王
水
底
作
寬
遊
／

行

2
龍
王
水
底
寬
遊
坐

望
見
日
頭
滿
地
流
／

行

7
小
底
光
光
魚
喫
冷

水
面
光
光
魚
喫
苔
／

塵

8
莫
怪
歌
詞
相
說
報

正
是
金
花
石
上
開
／

生

3
深
潭
篤
祿
是
魚
屋

黃
沙
細
石
是
魚
捕
／

廳

4
蝦
公
是
郎
親
大
舊

（
舅
）

蝦
剎
是
郎
親
大
姑
／

兄

5
白
鶴
灘
頭
喫
白
水

鯉
魚
水
底
僕
橫
沙
／

支

6
鴨
公
頭
戴
青
羅
帽

鷄
公
頭
戴
石
榴
花
／

系
（
絲
）

ナ
シ

9
深
山
竹
木
亚
田

（
留
）

王
種

深
潭
曲
土凹
（
坳
）
是

龍
門
／

廳

10
南
安
水
濁
是
龍
較

水
底
龍
門
｛
人
後
／

日
夜
｝
開

11
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
楊
柳
聖
人
栽
／

全

12
珍
珠
糯
米
凡
人
寶

佛
前
書
卷
僧
家
門
／

修

13
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
楊
柳
聖
人
行
／

連

14
珍
珠
糯
米
凡
人
寶

香
爐
水
碗
僧
家
增
／

聖
人
添
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七	

深
山
竹
木
劉
王
種	

巷
邊
楊
柳
聖
人
栽
／

爭

八	
州
庭
花
發
聖
人
摘	

四
門
八
面
聖
人
開
／

行

九	

深
山
竹
木
劉
王
種	

井
邊
容
杵
聖
人
栽
／

連

一
一	

那
岸
平
田
凡
人
作	

牯
牛
鹿
馬
聖
人
財
／

錢○

一
一	

深
山
竹
木
劉
王
種	

井
邊
容
杵
聖
人
連
／

爭

一
二	

聖
人
種
得
太
陰
木	

正
是
　
羅
下
地
財
／

錢

一
三	

深
山
竹
木
劉
王
種	

井
邊
容
杵
聖
人
爭
／

連

一
四	

聖
人
栽
得
太
陰
木	

拋
上
太
陽
隨
月
行
／

千
萬
年

一
五	

白
鴣
杵
上
｛
勸
／

叫
｝
姑
姑	
鯉
魚
著○
釣
為
麻
姑○
／

田

一
六	

鯉
魚
也
為
麻
｛
姑
／

田
｝
死	

也
為
當
初
到
讀
書
／

經

	

ナ
シ

	

ナ
シ

一
七	

洪
爺
出
世
著○
寅
年
／

劉
王	

命
著○
劉
王
改
換
天
／

堂

一
八	

命
著○
劉
王
改
換
後	

世
代
兒
孫
接
少
年
／

郎

一
九	

洪
爺
出
世
無
天
地	

葫
蘆
生
上
未
為
真
／

情

二
一	

抄
頭
便
看
龍
為
月	

不
見
唐
王
現
出
身
／

廳

二
一	

月
亮
光
光
照
下
海	

照
見
唐
王
書
案
頭
／

流

二
二	

眼
王
執
鏡
開
腦
照	

照
見
唐
王
出
世
愁
／

州

二
三	

月
亮
光
光
照
下
海	

照
見
唐
王
書
案
龍
／

出
世
連

二
四	

眼
王
執
鏡
擱
腦
照	

照
見
唐
王
出
世
中
／

邊

67
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
楊
柳
聖
人
栽
／

爭

68
州
廷
花
發
聖
人
摘

四
門
八
路
聖
人
開
／

行

69
深
山
竹
木
劉
王
種

井
邊
榕
樹
聖
人
栽
／

連

70
南
安
坪
田
凡
人
作

牯
牛
鹿
馬
聖
人
才
／

天○

○

71
深
山
竹
木
劉
王
種

井
邊
榕
杵
聖
人
栽
／

尋

72
聖
人
種
得
太
陰
木

正
是
荷
羅
地
下
栽
／

連

73
深
山
竹
木
劉
王
種

井
邊
榕
杵
聖
人
爭
／

連

74
聖
人
種
得
太
陰
木

拋
上
太
陽
隨
月
行
／

千
萬○
年

75
白
鴣
杵
上
勸
鳥
鳥
／

英
英

鯉
魚
著
鉤
為
麻
喉
／

英

76
鯉
魚
也
為
吞
｛
喉
／

英
｝
死

也
為
當
初
讀
到
書
／

經

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

77
洪
爺
出
世
著
寅
年

命
著
劉
王
解
換
堂
／

天

78
命
著
劉
王
解
換
後

世
代
兒
孫
執
少
郎
／

年

79
洪
爺
出
世
無
天
地

葫
蘆
生
上
未
為
真
／

情

80
抄
頭
望
見
龍
圍
月

不
見
唐
王
現
出
身
／

廰

81
月
亮
光
光
照
下
海

照
見
唐
王
出
世
愁
／

邊

82
眼
王
接
鏡
欄
（
攔
）

胸
照

照
見
唐
王
書
安
頭
／

賢

83
月
亮
光
光
照
下
海

照
見
唐
王
書
案
流
／

龍○

○

84
眼
王
接
鏡
欄
（
攔
）

胸
照

照
見
唐
王
出
世
州
／

中

15
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
楊
柳
聖
人
栽
／

爭

16
州
廷
花
發
聖
人
摘

四
門
八
路
聖
人
開
／

行

17
深
山
竹
木
劉
王
種

井
邊
容
（
榕
）
杵
聖

人
連
／

栽

18
南
安
平
田
凡
人
作

牯
牛
鹿
馬
聖
人
才

（
財
）
／

錢

19
深
山
竹
木
劉
王
種

巷
邊
榕
杵
聖
人
栽
／

連

20
聖
人
種
得
大
（
太
）

陰
木

正
是
田
螺
地
下
栽
／

陰

21
深
山
竹
木
劉
王
種

井
邊
楊
柳
聖
人
連
／

爭

22
聖
人
種
得
太
陰
木

拋
上
太
陽
伴
月
行
／

萬
千
年

23
鵓
鴣
樹
上
叫
啾
啾

鯉
魚
着
（
著
）
藥
為

茶
枯
／

麻

24
鯉
魚
也
為
茶
枯
死

也
為
當
初
到
讀
書

25
鵓
鴣
也
為
叫
兄
兄

鯉
魚
着
（
著
）
釣
為

麻
枯

26
鯉
魚
也
為
麻
枯
死

也
為
當
初
到
讀
經

27
洪
爺
出
世
是
寅
年
／

卯

命
着
（
著
）
劉
王
改

換
天
／

堂

28
命
着
（
著
）
劉
王
蓋

（
改
）
換
後

世
代
兒
孫
接
聖
言
／

郎

29
洪
爺
出
世
無
天
地

滿
蘆
生
上
未
為
貞
／

成

30
抄
頭
望
見
龍
圍
月

不
見
唐
王
現
出
身
／

廳

31
月
亮
光
光
照
下
海

照
見
龍
王
書
案
龍
／

連

32
元
王
執
鏡
蘭
（
攔
）

胸
照

照
見
唐
王
出
處
中
／

邊

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ
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二
五	

出
世
唐
王
先
出
世	

唐
王
出
世
未
情
真
／

成
親

二
六	

抄
頭
望
見
龍
為
月	

不
見
唐
王
現
出
身
／

廳

二
七	

出
世
唐
王
先
出
世	

出
世
唐
王
在
連
州
／

村

二
八	

唐
王
出
世
連
｛
州
／

村
｝
廟	

手
把
金
牌
雙
淚
流
／

月
樣
圓○

二
九	

唐
王
出
世
先
出
世	

唐
王
出
世
百
般
齊
／

在
連
前

三
一	

上
村
燒
香
連
州
廟	
得
見
唐
王
坐
廟
合
／

心

三
一	

出
世
信
王
先
出
世	
信
王
出
世
不
有
娘
／

人

三
二	

信
王
出
世
衣
著○
無	

路
逢
金
骨
拗
遮
身

三
三	

出
世
信
王
先
出
世	

信
王
出
世
不
遮○
藏
／

羞

三
四	

信
王
出
世
無
衣
著○	

路
逢
金
骨
拗
遮○●
／

秋

三
五	

出
世
盤
王
先
出
世	

出
世
盤
王
在
福
江
／

西
天

三
六	

盤
王
頭
帶
平
天
帽	

帽
帶
肖
肖
朝
上
天

三
七	

盤
王
出
世
先
出
世	

盤
王
出
世
在
曲
江
／

西
天

	

ナ
シ

	

ナ
シ

三
八	

盤
王
出
世
在
曲
江
／

西
天	

兩
個
金
童
在
兩
行
／

邊

三
九	

盤
王
出
世
愛
相
刻	

釋
迦
相
刻
在
江
河
／

江
邊

四
一	

盤
王
生
得
三
年
半	

釋
迦
背
上
出
石
螺
／

紅
蓮

	

ナ
シ

	

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

85
出
世
唐
王
先
出
世

唐
王
出
世
在
連
州
／

村

86
唐
王
出
世
蓮
（
連
）

州
廟

手
把
令
牌
雙
淚
｛
流

／

月
樣
元
（
圓
）｝

87
出
世
唐
王
先
出
世

唐
王
出
世
百
般
齊
／

新

88
僧
家
燒
香
連
州
廟

得
見
唐
王
座
（
坐
）

廟
台
／

心

89
出
世
信
王
先
出
世

信
王
出
世
不
有
娘
／

人

90
信
王
出
世
無
衣
著

路
逢
金
骨
拗
遮
涼
／

身

91
出
世
信
王
先
出
世

信
王
出
世
不
遮
藏
／

蚕

92
信
王
出
世
無
衣
着

（
著
）

路
逢
今
骨
拗
遮
藏
／

蚕

93
出
世
盤
王
先
出
世

盤
王
出
世
在
福
江
／

西
天

94
盤
王
出
世
｛
福
江
／

西
天
｝
廟

帽
帶
捎
捎
朝
上
江
／

天

95
出
世
盤
王
先
出
世

盤
王
出
世
在
福
江
／

西
天

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

96
盤
王
出
世
｛
福
江
／

西
天
｝
廟

兩
個
金
童
在
兩
行
／

邊

97
相
賭
盤
王
愛
相
賭

釋
迦
相
賭
在
江
河
／

邊

98
盤
王
座
（
坐
）
得
三

年
半

釋
迦
背
上
出
田
螺
／

紅
連
（
蓮
）

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

33
出
世
唐
王
先
出
世

唐
王
出
世
未
為
貞
／

情

34
抄
頭
望
見
龍
圍
月

不
見
龍
王
現
出
身
／

廳

35
出
世
唐
王
先
出
世

唐
王
出
世
在
連
州
／

村

36
唐
王
出
世
連
州
廟

手
把
金
牌
月
樣
園

（
圓
）
／

雙
流
泪
（
淚
）

37
出
世
唐
王
先
出
世

唐
王
出
世
百
般
齊
／

連

38
僧
家
燒
香
連
州
廟

得
見
唐
王
座
（
坐
）

廟
台
／

心

39
出
世
唐
王
先
出
世

信
王
出
世
不
遮
羞
／

人

40
信
王
出
世
無
衣
着

（
著
）

路
逢
金
骨
拗
遮
羞
／

人

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

41
出
世
盤
王
先
出
世

盤
王
出
世
在
伏
江
／

西
天

42
盤
天
頭
戴
平
天
帽

帽
帶
飛
飛
朝
上
天
／

江

43
出
世
盤
王
先
出
世

盤
王
出
世
在
西
｛
天

／

福
江
｝

44
盤
王
出
世
西
天
廟

帽
帶
修
修
朝
上
天
／

江

45
出
世
盤
王
先
出
世

盤
王
出
世
在
西
天
／

伏
江

46
盤
王
出
世
｛
西
天
／

伏
江
｝
廟

兩
個
金
童
在
兩
邊
／

行

47
相
賭
盤
王
愛
相
賭

釋
迦
相
賭
座
江
河
／

邊

48
釋
迦
賭
得
三
年
半

盤
王
背
上
出
紅
花
／

連
（
蓮
）

49
相
賭
盤
王
愛
相
賭

釋
迦
相
賭
在
江
邊

50
盤
王
賭
得
三
年
半

釋
迦
背
上
出
石
羅
／

花
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四
一	

高
台
望
見
齊
眉
鏡	

龍
兒
　
粉
在
　
村

四
二	
盤
王
生
得
一
對
女	

一
年
四
季
出
行
遊

四
三	

玉
女
梳
頭
不
亂
髮	

聖
女
梳
頭
髮
亂
飛
／

絲○

四
四	

玉
女
梳
頭
是
佛
樣	

隨
著○
盤
王
雙
下
歸
／

時

四
五	

要
娘
買
笠
娘
不
買	

要
娘
買
傘
說
無
錢
／

油

四
六	

得
娘
十
已
成
郎
我	

苧
麻
遮○
頭
也
過
年
／

秋

四
七	

白
　
　
涼
　
　
扇	

反
復
兩
邊
都
是
花
／

金

四
八	

得
娘
十
已
成
郎
我	

反
復
兩
邊
都
是
家
／

親

四
九	

擔○	

○
傘	

○
得	

○
擔○	

○
傘	
要
娘
擔○
傘
隨
傘
開
／

陰

五
一	

要
娘
擔○
傘
得
黃
油	

誰
知
傘
底
有
秀
才
／

官
人

五
一	

擔○
傘
出
門
傘
擔○
傘	

搖
扇○
出
門
風
對
風
／

前
對
前

五
二	

擔○
傘
出
門
風
打
破	

空
擔○
傘
骨
捧
門
風
／

前

五
三	

擔○
傘
過
橋
來
照
影	

橋
高
水
浪
影
無
真
／

涼

五
四	

解
衫
搭
在
橋
樑
上	

生
死
愛
連
橋
底
人
／

娘

	

盤
王
起
計

一	

起
計
盤
王
先
起
計	

盤
王
起
計
立
春
名

二	

黃
龍
又
定
五
雷
熟	

專
望
五
雷
轉
一
聲

	

ナ
シ

	

ナ
シ

99
高
臺
望
見
齊
眉
鏡

龍
兒
花
粉
在
江
州
／

村

100
盤
王
原
生
一
對
女

一
年
四
季
出
行
州
／

村

101
玉
女
梳
頭
不
亂
髮

聖
女
梳
頭
不
亂
飛
／

系
（
絲
）

102
玉
女
梳
頭
是
伏
樣

隨
著
盤
王
雙
底
歸
／

不
了
時○

○

103
邀
娘
買
笠
娘
不
買

邀
娘
買
傘
說
無
錢

（
天
）
／

油

104
得
娘
習
已
成
郎
首

等○
帶
遮
頭
也
過
年
／

愁

105
白
　
　
涼
　
　
扇○

（
傘
）

反
復
兩
邊
都
是
花
／

金

106
得
娘
習
已
成
郎
首

反
復
兩
邊
都
是
花
／

親

107
擔
傘
得
擔
傘

邀
娘
共
擔
細
傘
開
／

陰

108
邀
娘
共
擔
光
油
傘

誰
知
傘
底
有
秀
才
／

官
人

109
擔
傘
出
門
傘
對
傘

搖
扇○
（
傘
）
出
門

｛
前
／

風
｝
對
前
／

風

110
擔
傘
出
門
風
打
破

空
擔
傘
骨
捧
門
前
／

風

111
擔
傘
過
橋
來
照
影

橋
高
水
浪
影
無
真
／

涼

112
解
衫
踏
上
橋
樑
上

生
死
愛
連
橋
底
人
／

娘

盤
王
出
世

1
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
立
春
明
／

音

2
龍
王
又
定
五
雷
熟

專
望
五
雷
轉
一
聲
／

守
到
春
間
來
認
親

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

51
高
王
望
見
紫
微
鏡

龍
兒
花
紛
在
洪
州
／

村

52
盤
王
原
生
一
對
女

一
年
四
季
出
行
遊
／

鄉

53
玉
女
梳
頭
不
亂
法

（
髮
）

聖
女
梳
頭
不
亂
飛
／

系
（
絲
）

54
玉
女
梳
頭
是
伏
樣

隨
着
（
著
）
盤
王
雙

下
歸
／

不
了
時

55
邀
娘
買
笠
娘
不
買

邀
娘
買
傘
說
無
錢

56
得
娘
執
已
成
郎
我

芋
葉
遮
頭
也
過
秋
／

年

57
白
　
　
凉
（
涼
）	

扇

番
（
反
）
復
兩
邊
都

是
花
／

金

58
得
娘
十
已
成
郎
我

番
歸
兩
邊
都
是
家
／

親

59
擔
傘
得
擔
傘

邀
娘
擔
得
隨
傘
開
／

連

60
要
娘
愛
擔
黃
油
傘

誰
知
／

黃
油
傘
下
有

秀
才
／

官
人

61
擔
傘
出
門
傘
對
傘

撓
扇
出
門
風
對
風
／

錢

62
擔
傘
出
門
風
打
破

空
對
傘
骨
捧
門
風
／

閗
錢

63
擔
傘
過
橋
來
照
影

橋
高
水
底
影
無
貞

（
真
）
／

凉
（
涼
）

64
解
衫
荅
（
搭
）
上
橋

欄
上

生
死
愛
連
橋
下
人
／

女ト
（
娘
）

仰
盤
王
歌
曲
起

1
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
立
春
明
／

烟
（
煙
）

2
黃
雷
又
共
五
雷
熟

專
望
風
流
轉
一
聲
／

守
到
春
間
來
認
親

3
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
立
春
明
／

深

4
鯉
魚
水
底
偷
歡
喜

專
望
春
雷
轉
一
聲
／

名
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三	

起
計
盤
王
先
起
計	

盤
王
起
計
開
犁
頭
／

鈀

四	

鼠
王
過
海
偷
禾
種	

黃
龍
含
水
吩
禾

／

花

五	

起
計
盤
王
先
起
計	

盤
王
起
計
閗○
犁
梗
／

鈀

六	

閗○
得
犁
鈀
也
未
使	

屋
底
大
塘
谷
報
生
／

芽

七	

起
計
盤
王
先
起
計	

盤
王
起
計
立
春
名
／

哀

八	

立
得
春
｛
名
／

哀
｝
都
足
了	
屋
背
秧
見○
段
段
青
／

齊

九	

起
計
盤
王
先
起
計	
盤
王
起
計
種
苧
麻
／

絲○

一
一	

種
得
苧
｛
麻
／

絲○
｝
兒
孫
績	

兒
孫
世
代
繡
羅
花
／

衣

一
一	

起
計
盤
王
先
起
計	

初
發
苧
｛
麻
／

油
｝
葉
大
球
／

花

一
二	

苧
麻
籽
細
不
成
苧	

蕉
麻
籽
細
便
成
細
／

羅

一
三	

起
計
盤
王
先
起
計	

盤
王
起
計
閗○
高
加
／

機

一
四	

開
得
高
｛
加
／

機
｝
織
細
布	

布
面
又
凋
李
柳
花
／

絲○

一
五	

著○
苧
盤
王
先
著○
苧	

著○
羅
唐
王
先
著○
蕉
／

羅

一
六	

盤
王
著○
苧
世
也
好	

唐
王
著○
｛
蕉
／

羅
｝
更
請
條
／

婁
羅

一
七	

盤
古
留
得
有
七
格	

羅
衣
手
中
無
本
錢

一
八	

石
崇
富
貴
當
天
下	

獨
自
歲○
寒
齊
路
邊

一
九	

石
崇
鐵
煉
金
鷄
卵	

金
鷄
鐵
煉
石
崇
身

二
一	

石
崇
接
得
三
千
客	

羅
衣
手
中
無
本
才

二
一	

人
生
一
世
莫
爭
強	

死
人
黃
泉
共
路
行

二
二	

石
崇
富
貴
當
天
下	

有
錢
無
路
買
長
生

3
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
閗○
（
鬥
）

犁
頭
／

鈀

4
鼠
王
過
海
偷
禾
種

黃
龍
含
水
吩
禾
蔸
／

花

5
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
閗○
（
鬥
）

犁
耕
／

鈀

6

閗○
（
鬥
）
得
犁
鈀
也

會
使

屋
底
大
塘
谷
炮
生
／

牙

7
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
立
春
明
／

開

8
立
得
春
｛
明
／

開
｝

都
熟
了

屋
底
谷
秧
段
段
青
／

齊

9
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
種
苧
麻
／

系
（
絲
）

10
種
得
苧
麻
兒
孫
績○

○
兒
孫
世
代
繡
羅
花○
／

衣

11
起
計
盤
王
先
起
計

初
發
苧
麻
葉
大
求
／

花

12
苧
麻
績
細
不
成
苧

蕉
麻
績
細
變
成
系

（
絲
）
羅

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

13
着
（
著
）
苧
盤
王
先

着
（
著
）
苧

着
（
著
）｛
蕉
／

羅
｝
唐

王
先
着
（
著
）
蕉
／

羅

14
盤
王
着
（
著
）｛
蕉
／

羅
｝
是
也
好

唐
王
着
（
著
）｛
蕉
／

羅
｝

更
肖
條
／

嘍
羅
（
囉
）

15
盤
古
留
（
流
）
傳
有

七
格

羅
任
手
中
無
本
錢

16
石
崇
富
貴
登
天
下

獨
自
歲
寒
奇
路
邊

17
石
崇
蹄
亂
金
鷄
卵

金
鷄
蹄
亂
石
崇
身

18
石
崇
接
得
三
千
客

羅
任
手
中
無
本
錢

19
人
生
一
世
莫
爭
強

死
入
黃
泉
同
路
行

20
石
崇
富
貴
登
天
下

有
錢
無
路
買
長
生

7
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
梨
（
犁
）

頭
耕
／

鈀

8
鼠
王
過
海
偷
禾
種

龍
王
含
水
吩
禾
花
／

蔸

5
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
抖
梨
（
犁
）

頭
／

鈀

6
抖
得
梨
（
犁
）
鈀
也

未
便

屋
下
大
唐
（
塘
）
谷

報
牙
／

生

9
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
立
春
明
／

耕

10
立
得
春
｛
名
／

哀
｝

也
未
便

屋
下
秧
兒
段
段
齊
／

青

11
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
種
苧
麻
／

支

12
種
得
苧
麻
兒
孫
綪

兒
孫
世
代
秀
（
繡
）

羅
花
／

衣

13
起
計
盤
王
先
起
計

初
發
油
麻
葉
代
求
／

花

14
苧
麻
綪
細
變
成
苧

蕉
｛
麻
／

葉
｝
綪
細

變
成
羅
／

見

15
起
計
盤
王
先
起
計

盤
王
起
計
抖
高
機
／

加

16
抖
得
高
｛
機
／

加
｝

織
細
布

布
面
又
彫
楊
柳
花
／

系
（
絲
）

17
着
（
著
）
苧
盤
王
先

着
（
著
）
苧

着
（
著
）
焦
（
蕉
）
盤
（
唐
）

王
先
着
（
著
）
焦
（
蕉
）
／

羅

18
盤
王
着
（
著
）
苧
世

也
好

唐
王
着（
著
）｛
焦（
蕉
）

／

羅
｝
更
嘍
囉
／

聰
明

19
盤
王
流
箱
有
七
格

羅
永
手
中
無
本
同
／

錢

20
石
崇
富
貴
登
天
下

獨
自
孤
寒
期
路
頭
／

邊

21
石
崇
鐵
練
金
鷄
卵

金
鷄
鐵
鍊
石
崇
身
／

邊

22
石
崇
出
得
三
千
客

羅
永
手
中
無
本
錢
／

同

23
人
生
一
世
愛
爭
強

死
入
黃
泉
共
路
行

24
死
入
共
一
黃
泉
路

有
錢
無
路
買
長
生
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二
三	

人
生
一
世
莫
爭
秋	

羅
伏
能
有
幾
個
由

二
四	
草
生
一
世
根
還
在	

人
生
一
世
斷
宗
由

二
五	

人
生
一
世
莫
爭
強
／

秋	

羅
伏
能
有
幾
個
難
／

由

二
六	

今
世
有
衫
今
世
著○	

莫
留
後
世
把
人
看
／

收

二
七	

貧
貧
薄
薄
成
人
我	

起
屋
沙
州
石
上
中
／

進

二
八	

起
屋
沙
州
水
灘
過	

富
貴
也
曾
貧
薄
龍
／

人

二
九	

當
初
富
貴
真
富
貴	

三
斗
碎
金
又
話
窮
／

貧

三
一	

三
斗
碎
金
使
會
了	

富
貴
也
曾
貧
薄
龍
／

人

三
一	

當
初
富
貴
真
富
貴	
富
貴
打
艮
做
屋
樑○
／

飯
匙

三
二	

有
艮
不
如
打
艮
碗	

喫○
飯
得
聞
飯
氣
香
／

思

三
三	

當
初
富
貴
真
富
貴	

富
貴
打
艮
做
飯
鍋

三
四	

有
艮
不
如
打
飯
碗	

喫○
飯
得
聞
飯
氣
生

三
五	

當
初
富
貴
真
富
貴	

富
貴
打
艮
換
櫈○
頭

三
六	

銀
筒
載
水
金
擔○
竿	

艮
籃
洗
菜
掛
金
鉤

三
七	

當
初
富
貴
真
富
貴	

富
貴
打
艮
換
櫈○
光

三
八	

打
艮
做
櫈○
又
嫌
白	

打
金
來
換
又
嫌
黃

三
九	

當
初
富
貴
真
富
貴	

富
貴
打
艮
擔○
板
門
／

長

四
一	

富
貴
打
艮
擔○
板
過	

艮
杵
刀
梭
遮
妹
門

四
一	

當
初
富
貴
真
富
貴	

貧
薄
定
娘
話
不
同
／

真

四
二	

貧
薄
愛
連
富
貴
女	

富
貴
人
嫌
貧
薄
窮
／

人

21
人
生
一
世
莫
爭
秋

羅
伏
能
有
已○
（
幾
）

個
遊

22
草
生
一
世
根
重
在

人
生
一
世
斷
踪
（
蹤
）

由

23
人
生
一
世
莫
爭
強
／

秋

羅
伏
能
有
已○
（
幾
）

個
難
／

油

24
今
世
有
｛
錢
／

衫
｝

今
世
使
／

着
（
著
）

莫
留
後
世
把
人
看
／

收

25
貧
貧
薄
薄
成
人
我

起
屋
沙
州
石
上
中
／

邊

26
起
屋
沙
州
水
蕩
過

富
貴
又
嫌
卑
薄
龍
／

人

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

27
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
銀
銲
屋
柱○
／

樑

28
有
錢
不
如
打
飯
碗

喫
飯
得
聞
銀
氣
收
／

看○

○

29
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
銀
銲
飯
匙
／

鑊

30
有
銀
不
如
打
飯
碗

喫
飯
得
聞
銀
氣
思
／

生

31
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
艮
銲
橙
（
燈
）

頭

32
銀
桶
載
水
金
擔
桿

銀
藍
（
籃
）
洗
菜
掛

金
鉤

33
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
艮
銲
捥
光

34
打
銀
來
銲
又
嫌
白

打
金
來
銲
又
嫌
黃

35
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
艮
銲
板
完
／

門

36
富
貴
打
銀
銲
板
過

艮
筋
陀
梳
遮
妹
門
／

門

37
當
初
富
貴
真
富
貴

貧
薄
定
娘
話
不
真
／

同

38
貧
薄
愛
連
富
貴
女

富
貴
又
嫌
貧
薄
人
／

郎

25
人
生
一
世
莫
爭
秋

羅
伏
能
有
幾
個●

26
草
生
一
世
根
共
在

人
生
一
世
討
風
流

27
人
生
一
世
莫
爭
強
／

秋

羅
伏
能
有
幾
個
難
／

由

28
今
世
有
衣
（
衫
）
今

世
着
（
著
）
／

使

莫
留
後
世
把
人
收
／

看

29
貧
貧
薄
薄
成
貧
我

起
屋
沙
州
石
上
州
／

眠

30
起
屋
沙
州
水
盪
過

富
貴
也
成
貧
薄
龍
／

人

31
當
初
富
貴
真
富
貴

三
斗
碎
金
也
話
窮
／

貧

32
三
斗
碎
金
會
使
了

富
貴
也
成
貧
薄
龍
／

人

33
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
銀
做
屋
梁

（
樑
）
／

柱

34
有
銀
不
如
打
飯
碗

喫
飯
得
聞
銀
氣
香
／

收

35
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
銀
做
飯
鑊
／

凳
光

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

36
銀
桶
在
（
載
）
水
金

擔
杆

銀
籃
洗
菜
掛
金
釣

37
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
打
銀
汗
枕
頭
／

邊

38
有
銀
做
枕
又
嫌
白

有
金
來
汗
又
嫌
黃
／

金

39
當
初
富
貴
真
富
貴

富
貴
斬
銀
打
板
門
／

平

40
富
貴
打
銀
限
板
過

銀
樹
挑
梭
鎖
妹
門
／

平

41
富
貴
又
共
富
貴
話

貧
薄
如
娘
話
不
同
／

真

42
貧
薄
又
連
富
貴
女

富
貴
又
嫌
貧
薄
窮
／

人



ミエン・ヤオ族の還家願儀礼で読誦詠唱される『大歌書』の異本対照の試み— 415 —

四
三	

富
　
　
貴
　
　
人	

人
家
富
貴
我
家
貧
／

窮

四
四	

人
家
富
貴
般
龍
有	

我
家
貧
窮
百
般
貧
／

窮

四
五	

盤
王
留
下
十
二
面	

初
甲
琵
琶
十
二
弦
／

名

四
六	

出
世
凡
人
彈
不
得	

拋
／

摧
下
八
弦
彈
四
弦
／

石
山
聽
水
聲

四
七	

三
百
貫
錢
買
琵
背	

又
添
四
百
買
琶
絲○
／

頭

四
八	

出
世
凡
人
彈
不
得	
玉
女
彈
琶
心
裡
思
／

愁

四
九	

琵
　
琶
　
頭
　
名	
魯
班
凋○
挖○
做
龍
頭
／

聲

五
一	

出
世
凡
人
彈
不
得	

推
／

帶
下
石
山
聽
水
愁
／

聲

五
一	

琵
　
　
琶
　
　
頭	

魯
班
挖○
凋○
做
龍
頭
／

聲

五
二	

琵
　
　
琶
　
　
頭	

魯
班
凋○
挖○
做
龍
頭
／

身

五
三	

出
世
凡
人
彈
不
得	

玉
女
彈
琶
愁
入
聲

五
四	

琵
琶
搖
頭
　
　
　	

三
面
作
刀
四
面
凋
／

愁

五
五	

三
面
作
刀
修
囉
哩	

不
過
共
腸
氣
應
消

五
六	

琵
　
琶
　
龍
　
頭	

琵
琶
彈
背
不
彈
頭
／

腦

五
七	

彈
頭
得
娘
心
暗
意
／

泣	

彈
背
得
娘
心
裡
愁
／

容

五
八	

三
百
貫
錢
買
琶
笛	

又
添
四
百
古
人
吹
／

連

五
九	

吹
笛
丁
家
會
吹
笛	

吹
下
劉
山
劉
嶺
歸
／

邊

六
一	

拍
板
原
來
五
郎
造	

人
著○
爐
中
偷
過
追
／

連

六
一	

拍
板
原
來
四
行
拍	

四
行
拍
了
不
收
歸
／

還
錢

六
二	

出
世
魯
班
多
計
較	

魯
班
／

劉
三
計
較
更
聰
明
嘍
／

囉

39
富
　
　
貴
　
　
龍
／

人

人
家
富
貴
仔
家
窮
／

般

40
人
家
富
貴
般
般
有

仔
家
窮
窮
百
般
窮
／

般

41
盤
古
留○
（
流
）
傳

十
二
面

初
甲
琵
琶
十
二
弦
／

名

42
出
世
凡
人
彈
不
得

帶
下
石
山
彈
四
彈
／

廳
水
聲

43
三
百
貫
錢
買
琶
背

又
添
四
百
買
琶
頭
／

系
（
絲
）

44
出
世
凡
人
彈
不
得

玉
女
彈
琶
心
裡
愁
／

思

45
琵
　
　
琶
　
　
頭
／

名

魯
班
彫
挖
是
龍
頭
／

身

46
出
世
凡
人
彈
不
得

帶
下
石
山
廳
水
愁
／

聲

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

47
琵
　
　
琶
　
　
猺
／

頭

三
面
着
（
著
）
刀
四

面
彫
／

聲

48
三
面
着
（
著
）
修
洛

刀
裡

不
過
雙
腸
氣
影
肖
／

愁

49
琵
　
　
琶
　
　
頭
／

龍

琵
琶
彈
背
莫
彈
頭
／

胸○

○

50
彈
｛
頭
／

胸
｝
未
了

心
暗
泣

彈
背
未
了
心
裡
愁
／

客

51
三
百
貫
錢
買
把
笛

又
添
四
百
古
人
吹
／

連

52
吹
笛
丁
家
會
吹
笛

吹
下
劉
山
劉
嶺
歸
／

邊

53
抄
板
原
來
五
郎
造

又
着
（
著
）
爐
中
偷

過
隨
／

連

54
抄
板
原
來
四

行
灬

（
行
）
柏

四

行
灬

（
行
）
柏
了

不
收
歸
／

不
還
天（
錢
）

55
花
巧
魯
班
更
花
巧

魯
班
花
巧
更
聰
明
／

嘍
羅
（
囉
）

43
富
貴
娘

人
家
富
貴
子
家
貧
／

窮

44
人
家
富
貴
般
般
有

子
家
貧
窮
百
般
難
／

窮

45
盤
古
流
傳
十
二
面

初
甲
琵
琶
十
二
弦
／

名

46
出
世
凡
人
彈
不
得

拖
下
石
山
聽
水
聲
／

八
弦
彈
四
邊

47
三
百
貫
錢
買
把
笛

又
添
四
百
買
彈
弦
／

頭

48
出
世
凡
人
彈
不
得

玉
女
彈
琶
心
裡
愁
／

思

49
琵
琶
頭
／

明

魯
班
彫
挖
作
龍
頭
／

聲

50
出
世
凡
人
彈
不
得

帶
下
石
山
聽
水
聲
／

玉
女
彈
琶
愁
入
心

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

51
琵
琶
搖

三
面
砍
刃
四
面
彫
／

偷

52
三
面
砍
刀
鞘
落
裡

不
過
雙
腸
氣
應
愁
／

長

53
琵
琶
龍

琵
琶
彈
背
莫
彈
頭
／

胸

54
彈
頭
彈
背
心
腤
意

彈
背
得
聞
心
裡
愁
／

欲
用

55
三
百
貫
錢
買
把
笛

又
添
四
百
故
人
吹

56
吹
笛
丁
家
會
吹
笛

吹
下
劉
山
劉
嶺
歸

57
色
板
原
來
五
郎
造

又
着
（
著
）
爐
中
偷

過
連
／

名

59
色
板
原
來
五
郎
過

又
着
（
著
）
爐
中
偷

過
吹
／

爭

58
出
世
魯
班
多
計
較

魯
班
／

劉
山
計
較
更

聰
明
／

嘍
囉
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六
三	

大
州
出
得
花
巧
匠	

盤
王
牒
木
做
音
聲
／

沙

六
四	
嘍
　
　
囉
　
　
好	

嘍
囉
出
入
好
防
身
／

單

六
五	

嘍
囉
出
門
不
使
性	

踏
上
州
門
成
貴
人
／

是
不
難

六
六	

嘍
囉
不
使
大	

郎
是
真
真
不
使
多
／

金

六
七	

石
頭
枉○
大
不
等
水	

田
螺
細
小
等
江
灘
／

河

	

ナ
シ

	

ナ
シ

六
八	

魯
班
／

劉
三
置
得
千
歌
曲	
便
把
凡
人
｛
孝
子
孫
／

傳

傳

世

○
○
○
間○
｝

六
九	

便
是
嘍
囉
接
得
唱	
不
是
嘍
囉
村
對
村
／

等
做
閑

七
一	

劉
三
置
得
三
江
口	

凡
人
習
得
在
心
頭
／

邊

七
一	

便
是
嘍
囉
接
得
唱	

將
來
僚
起
回
行
愁
／

連

お
わ
り
に

異
な
る
経
典
を
対
照
さ
せ
る
と
欠
失
と
加
筆
の
実
態
が
分
か
る
。
経
文

は
七
言
上
下
四
句
を
単
位
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
四
句
の
中
で
欠
失
加

筆
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
漢
字
の
相
違
は
発
音
が
同
じ
異
な
る
漢

字
の
置
き
換
え
が
起
こ
っ
て
い
る
と
想
像
で
き
る
。

例
え
ば
文
字
の
う
ち
日
と
月
が
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
受
け

ら
れ
る
が
、
趙
金
付
氏
の
説
明
で
は
、
日
常
の
ミ
エ
ン
語
で
は
日
を
ニ

エ
、
月
を
ニ
ユ
と
い
う
が
、
歌
謡
語
で
は
日
も
月
も
区
別
が
難
し
く
ほ
と

ん
ど
同
じ
ニ
ィ
ユ
と
発
音
す
る
。
そ
こ
で
日
と
月
の
混
同
が
起
こ
る
と
い

う
。
ま
た
烏
と
鳥
は
ビ
ィ
と
オ
ウ
の
ま
っ
た
く
異
な
る
発
音
で
あ
る
が
、

文
字
の
見
分
け
が
つ
き
づ
ら
い
の
で
混
同
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
。

文
字
に
は
日
常
語
と
は
異
な
る
特
別
な
音
訓
の
歌
謡
語
が
付
さ
れ
発
声

さ
れ
る
。
音
の
記
憶
を
ベ
ー
ス
に
し
て
ミ
エ
ン
語
が
漢
字
で
表
現
さ
れ
る

と
き
に
は
音
は
同
じ
で
も
異
な
る
漢
字
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

56
大
州
出
得
花
巧
匠

盤
王
楪○
（
揲
）
木
是

陰
聲
／

沙

57
流
　
　
囉
　
　
好

流
囉
｛
說
／

出
｝
話

好
防
身
／

單

58
流
囉
出
門
不
使
信

踏
上
州
門
成
貴
難
／

人

59
流
囉
不
使
大

郎
是
真
今
（
金
）
不

使
多
／

真

60
石
頭
枉
大
不
等
水

田
螺
細
小
等
江
河
／

心

61
流
囉
不
使
大

郎
是
真
金
不
使
看
／

收

62
石
頭
枉
大
不
等
水

田
螺
細
少
（
小
）
等

江
淮
／

州

63
劉
三
置
得
千
歌
曲

帶
把
凡
人
教
子
｛
孫

／

世
間
｝

64
便
是
流
囉
接
得
唱

不
是
流
囉
村
過
村
／

當
愛
閑

65
劉
三
置
得
三
江
口

凡
人
接
得
在
心
頭
／

邊

66
便
是
流
囉
接
得
唱

將
來
立
起
四

行
灬

（
行
）
愁
／

連

60
大
州
出
得
歌
巧
匠

盤
王
牒
禾
作
陰
聲
／

沙

61
嘍
囉
好

嘍
囉
說
話
好
防
身
／

丹

62
嘍
囉
出
門
不
使
信

踏
上
州
門
成
貴
人
／

是
不
難

63
嘍
囉
不
使
大

郎
是
真
金
不
使
多
／

真

64
石
頭
望
大
不
等
水

石
螺
細
小
等
江
難

（
灘
）
／

州

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

ナ
シ

65
魯
班
／

劉
山
置
得
千

歌
曲

便
把
凡
人
傳
子
孫
／

世
間

66
便
是
嘍
囉
接
得
唱

不
是
嘍
囉
村
過
村
／

正
是
難

67
劉
山
置
歌
三
江
口

凡
人
習
得
在
心
頭
／

邊

68
便
是
嘍
囉
習
濕
唱

將
來
僚
（
撩
）
起
四

行
娘
／

人
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く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
解
明
を
進
め
る
こ
と
は
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ

族
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
類
の
文
化
資
源
と
し
て
の
評
価
に
繫
が
る
大
き
な

意
義
を
も
つ
と
考
え
る
。

注（１
） 

盤
姓
に
は
大
盤
と
小
盤
の
区
別
が
あ
り
、
儀
礼
の
供
物
等
の
点
で
相
違
が
見
ら
れ

る
。

（
２
） 

四
ヵ
所
に
酒
杯
、
線
香
立
て
等
が
配
置
さ
れ
、
開
壇
願
・
元
盆
願
・
招
兵
願
・
盤

王
願
の
各
儀
礼
に
対
応
す
る
と
さ
れ
る
。

（
３
） 

二
〇
〇
六
年
馮
家
で
実
施
さ
れ
た
還
家
願
儀
礼
で
は
馬
元
帥
の
神
画
を
加
え
、
一

八
種
で
あ
り
、
貼
る
順
番
に
も
違
い
が
見
え
る
［
廣
田　

二
〇
一
一
a
：
三
二

〇
］。
祭
司
の
役
割
に
従
い
、
持
参
す
る
軸
の
内
容
も
異
な
る
。

（
４
） 

吉
野
晃
に
よ
る
と
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
に
と
っ
て
焼
畑
に
伴
う
移
住
が
、
神
話
儀
礼

文
書
、
個
人
的
経
験
の
レ
ベ
ル
に
も
共
通
し
た
も
の
と
さ
れ
、
祖
先
以
来
連
綿
と

続
け
ら
れ
て
き
た
「
先
祖
伝
来
の
営
為
」
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
「
単
な

る
生
業
の
種
別
だ
け
で
な
く
、
水
稲
耕
作
な
ど
の
定
着
農
耕
を
営
む
他
の
民
族
と

自
ら
を
弁
別
す
る
特
徴
」
と
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
移
動
し
続
け
る
こ
と
を
核
と
し
形
成
さ
れ
て
お
り
、
当
然
神

話
に
も
反
映
さ
れ
移
住
の
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
北
タ
イ
ば
か
り
で
な

く
藍
山
県
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
に
も
同
様
に
見
ら
れ
、
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
に
共
通

す
る
と
い
え
る
［
吉
野　

二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
八
］。

（
５
） 

丸
山
宏
の
聞
き
取
り
［
丸
山　

二
〇
一
〇
］
お
よ
び
今
回
祭
場
外
に
コ
ピ
ー
さ
れ

た
評
王
券
牒
が
張
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
入
口
正
面
中
央

は
盤
王
（
三
廟
）
を
祀
る
場
所
と
し
、
家
の
直
接
の
先
祖
の
祭
壇
は
正
面
を
さ

る
。
こ
の
こ
と
が
、
経
文
の
読
誦
を
複
雑
に
し
て
お
り
、
そ
の
上
経
典
の

経
文
に
よ
っ
て
異
な
る
曲
節
が
付
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
読
誦
詠
唱
を

難
解
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

ミ
エ
ン
語
を
表
現
す
る
と
き
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
は
、
本
来
の
意
味
と

は
異
な
る
意
味
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
は
異
な
る
地
域
の
歌

謡
語
に
お
け
る
漢
字
と
音
声
と
の
対
応
の
実
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
必
須

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
各
経
典
ご
と
の
言
語
学
的
な
分
析
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
［
吉
川　

二
〇
一
六
］。
加
え
て
曲
節
の
解
明
に
は
、

音
楽
学
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
儀
礼
知
識
の
継
承
は
、
法
事
の
実
践
の
中
で
祭
司
が

弟
子
に
手
本
を
示
し
、
弟
子
は
五
感
を
駆
使
し
て
経
文
の
読
み
方
や
曲
節

を
記
憶
す
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
趙
金
付
祭
司
（
一
九
六
三

年
生
ま
れ
、
掛
三
灯
儀
礼
は
一
九
九
四
年
、
度
戒
儀
礼
は
一
九
九
五
年
）

は
一
五
歳
で
父
方
の
伯
父
趙
子
鳳
祭
司
の
弟
子
と
な
り
七
～
八
年
か
け
、

舞
→
経
典
の
読
誦
→
呪
言
→
罡
歩
・
手
訣
・
符
の
段
階
で
習
得
し
た
が
、

独
立
後
も
二
〇
年
余
師
匠
か
ら
指
導
を
受
け
続
け
た
と
い
う
。
社
会
の
変

化
の
中
で
、
こ
の
よ
う
に
弟
子
と
し
て
修
行
を
積
ん
で
祭
司
に
な
ろ
う
と

す
る
若
者
は
減
少
し
、
次
世
代
へ
の
継
承
は
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

地
域
ご
と
の
経
典
の
読
誦
詠
唱
に
お
け
る
極
め
て
複
雑
な
知
識
の
解
明

は
、
今
後
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
儀
礼
知
識
の
次
世
代
へ
の
継
承
に
も
深
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よ
び
第
一
紅
紗
曲
、
次
に
天
大
旱
・
見
怪
歌
・
天
暗
烏
・
北
邊
暗
・
洪
水
発
・
雷

落
地
・
葫
廬
・
伏
羲
・
洪
水
盡
・
為
婚
了
お
よ
び
第
二
山
逢
閑
曲
、
次
に
造
得

地
・
置
天
地
・
唱
王
打
水
・
深
山
竹
木
・
唐
王
出
世
・
信
王
出
世
・
玉
女
梳
頭
・

白
涼
扇
・
坦
傘
・
盤
王
出
世
・
石
崇
・
富
貴
・
琵
琶
頭
・
紗
板
・
魯
班
お
よ
び
第

三
満
叚
曲
、
次
に
楼
上
伏
門
・
大
婆
女
・
説
婚
早
・
劉
山
・
秀
才
・
師
人
・
十
二

遊
師
・
鳥
雲
生
・
五
婆
見
・
英
台
・
山
伯
・
生
時
・
大
州
大
・
大
州
・
老
鼠
・
大

舡
・
石
榴
生
お
よ
び
第
四
葉
荷
葉
で
成
立
し
て
い
る
［
廣
田　

二
〇
一
一
a
：
三

六
九
、
二
〇
一
三
f
］。

中
国
湖
南
省
江
華
瑤
族
自
治
県
で
収
集
さ
れ
た
乾
隆
年
間
の
手
抄
本
を
整
理
し

た
『
盤
王
大
歌
』（
中
国
少
数
民
族
古
籍
瑤
族
古
籍
之
一
湖
南
少
数
民
族
古
籍
弁

公
室
主
編 

岳
麓
書
社 

一
九
八
七
年
）
に
は
充
実
し
た
内
容
の
「
盤
王
大
歌
」
が

収
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
起
声
唱
・
日
出
早
・
日
正
中
・
日
斜
斜
・

種
竹
木
・
唐
王
出
世
・
盤
王
出
世
・
盤
王
献
計
・
流
羅
子
・
琵
琶
頭
・
石
崇
富

貴
・
歌
一
段
・
魯
班
造
寺
・
梅
花
曲
・
雷
落
地
・
郎
老
了
・
彭
祖
歌
・
夜
深
深
・

大
小
星
・
月
亮
亮
・
黄
条
沙
・
天
大
旱
・
天
地
動
・
天
地
暗
・
北
邊
暗
・
見
大

怪
・
相
逢
賢
曲
・
造
天
地
・
万
段
曲
・
送
神
去
・

六
曲
・
荷
葉
杯
曲
・
桃
源
洞

歌
・
四
字
歌
・
放

狗
・
夜
黄
昏
・
何
物
歌
・
盤
州
歌
・
南
花
子
曲
・
閭
山
歌
・

梁
山
伯
・
鄧
古
歌
・
飛
江
南
曲
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

中
国
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
賀
県
で
収
集
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
盤
王
大
歌
』

（
中
国
少
数
民
族
音
楽
古
籍
叢
書
之
一
盤
承
乾
等
収
集
整
理　

天
津
古
籍
出
版
社　

一
九
九
三
年
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
、
起
声
唱
・
輪
娘
唱
・
日
出
早
・
日
正

中
・
日
斜
斜
・
日
落
江
・
黄
昏
歌
・
夜
深
深
・
大
星
上
・
月
亮
亮
・
黄
沙
曲
・
天

大
旱
・
見
大
怪
・
北
邊
暗
・
雷
落
地
・
葫
蘆
暁
・
洪
水
尽
・
為
婚
了
・
三
逢
延

曲
・
造
天
地
・
種
竹
木
・
三
更
深
曲
・
盤
王
出
世
・
盤
王
起
計
・
富
貴
竜
・
荷
葉

杯
曲
・
梁
山
伯
歌
・
南
花
曲
・
桃
源
洞
・
閭
山
学
堂
歌
・
造
寺
歌
・
飛
江
南
曲
・

何
物
歌
・
彭
祖
歌
・
梅
花
曲
・

六
曲
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
中
国
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
大
瑤
山
瑤
族
自
治
県
三
角
公
社

け
、
左
右
ど
ち
ら
か
に
寄
せ
て
作
る
。
盤
古
は
創
世
神
で
あ
る
と
さ
れ
る
一
方
で

テ
キ
ス
ト
で
は
盤
王
グ
ル
ー
プ
に
入
れ
ら
れ
、
福
江
廟
に
吸
収
さ
れ
、
盤
王
と
混

同
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
祭
司
に
よ
れ
ば
盤
古
は
太
上
老
君
の
父
で
あ
る
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。

（
６
） 

竹
村
卓
二
は
、
盤
皇
願
儀
礼
の
目
的
を
太
古
ヤ
オ
族
の
先
祖
が
救
世
主
盤
皇
と
結

ん
だ
契
約
を
履
行
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
［
竹
村　

一
九
八
一
］。
吉
野
晃
は
、

盤
皇
祭
祀
を
ユ
ー
ミ
エ
ン
の
祖
先
を
救
護
し
た
盤
皇
を
祀
る
謝
恩
儀
礼
と
す
る
。

掛
灯
は
ミ
エ
ン
の
男
子
が
通
過
す
べ
き
成
人
式
で
あ
り
、
道
教
の
道
士
叙
任
儀
礼

の
形
式
を
取
る
と
し
、
功
徳
造
成
の
修
道
儀
礼
と
す
る
。
掛
灯
は
家
先
と
受
礼
者

と
の
祖
先
―
子
孫
の
関
係
を
確
立
す
る
儀
礼
で
あ
る
と
す
る
［
吉
野　

二
〇
一

〇
、
二
〇
一
一
］。
張
勁
松
は
、
還
家
願
は
祖
先
祭
祀
を
受
け
継
ぎ
、
先
祖
を
祭

る
こ
と
と
除
災
招
福
を
行
な
え
る
祭
司
に
な
る
た
め
に
行
な
う
。
三
代
続
け
て
掛

灯
と
還
願
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
、
祖
先
の
盤
王
は
そ
の
子
孫
と
し
て
認
め
な
く
な

る
と
す
る
［
張　

二
〇
〇
二
］。
李
祥
紅
は
、
掛
灯
は
始
祖
で
あ
り
救
世
主
で
あ

る
盤
王
の
子
孫
と
し
て
そ
の
祭
祀
を
継
承
す
べ
く
祭
司
に
な
る
た
め
に
行
な
う
。

盤
王
祭
祀
は
除
災
招
福
を
意
図
し
て
い
た
が
、
後
に
願
ほ
ど
き
へ
と
変
化
し
た
と

す
る
［
李　

二
〇
一
〇
］。

（
７
） 

い
わ
ゆ
る
「
盤
王
大
歌
」
と
総
称
さ
れ
る
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
の
伝
承
に
は
創
世
神

話
等
の
神
話
叙
事
、
民
族
の
歴
史
叙
事
、
祖
先
に
ま
つ
わ
る
種
々
な
伝
承
等
が
含

ま
れ
て
い
る
。
広
西
・
湖
南
の
過
山
瑤
が
行
な
う
、
盤
王
願
で
歌
わ
れ
る
「
盤
王

大
歌
」
は
七
言
を
主
と
し
三
六
段
ま
た
は
三
二
段
、
ま
た
は
二
四
段
ま
た
は
一
八

段
か
ら
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
七
任
曲
と
称
さ
れ
る
曲
調
を
異
に
す
る
七
つ
の
歌
を

加
え
て
成
立
す
る
と
さ
れ
る
。

中
国
湖
南
省
藍
山
県
匯
源
郷
湘
藍
村
馮
家
で
実
施
さ
れ
た
還
家
願
儀
礼
で
実
施

さ
れ
た
時
使
用
さ
れ
た
「
盤
王
大
歌
」（
文
献
B
―
3
）
は
、
祭
司
の
盤
保
谷
氏

所
有
だ
が
、
起
声
唱
・
齊
入
席
・
隔
席
唱
・
論
娘
唱
・
日
頭
出
・
日
正
中
・
日
落

江
・
日
落
西
・
日
落
鳥
・
日
頭
過
江
・
夜
深
深
・
夜
黄
昏
・
天
上
星
・
月
亮
亮
お
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王
愿
経
」
に
は
部
分
的
に
は
「
盤
王
大
歌
」
に
共
通
す
る
内
容
が
収
め
ら
れ
て
は

い
る
が
、
構
成
は
異
な
る
の
で
同
一
の
目
次
を
並
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

同
じ
く
中
国
湖
南
省
江
華
瑶
族
自
治
県
を
中
心
に
経
典
が
収
集
編
集
さ
れ
た

『
湖
南
瑶
族
奏
鐺
田
野
調
査
』（
李
祥
紅
・
鄭

　

岳
麓
書
社　

二
〇
一
〇
年
）

に
収
め
ら
れ
た
「
盤
王
大
歌
」
は
、
起
声
唱
・
初
入
席
・
隔
席
唱
・
日
出
早
・
娘

担
水
・
日
正
中
・
日
正
真
・
日
落
江
・
日
斜
斜
・
夜
深
深
・
夜
黄
昏
・
大
小
星
・

月
亮
亮
・
天
上
旱
・
見
大
怪
・
天
地
動
・
葫
蘆
暁
・
天
暗
鳥
・
洪
水
発
・
洪
水

尽
・
天
柱
倒
・
造
天
地
・
為
婚
了
・
劉
王
種
竹
・
天
子
歌
・
唐
王
出
世
・
盤
王
出

世
・
大
盤
州
・
小
盤
州
・
桃
源
学
堂
・
造
寺
歌
・
鄧
古
歌
・
何
物
歌
・
彭
祖
歌
・

郎
老
了
・
歌
散
歌
・
黄
条
沙
曲
・
相
逢
閑
曲
・
万
段
曲
・
荷
葉
杯
曲
・
南
花
子

曲
・
飛
江
南
曲
・
梅
花
大
碗
曲
・
三
六
段
七
首
曲
で
構
成
さ
れ
る
。
さ
ら
に
同
書

に
は
縮
小
さ
れ
た
、
白
鴣
・
部
霊
聖
・
聖
人
倒
・
問
娘
・
黄
条
沙
曲
・
相
逢
賢

曲
・
万
段
曲
・
荷
葉
杯
曲
・
飛
江
南
・
梅
花
曲
相
送
大
王
・
東
老
尊
か
ら
構
成
さ

れ
る
「
盤
王
大
歌
」
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

中
国
広
東
省
の
乳
源
瑶
族
自
治
県
の
経
典
が
収
め
ら
れ
た
『
乳
源
瑶
族
古
籍
滙

編
』
上
・
下
（
盤
才
万
・
房
先
清
編
注　

広
東
人
民
出
版
社　

一
九
九
七
年
）
に

は
「
盤
王
大
歌
」
の
三
六
段
七
首
曲
の
題
目
の
み
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
承
接
唐

王
聖
帝
衆
神
書
」
の
中
に
「
盤
王
大
歌
」
の
内
容
と
一
致
す
る
内
容
が
見
え
る
。

さ
ら
に
中
国
以
外
の
諸
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
盤
王
大
歌
」
に
つ
い
て

は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
は
ヤ
オ
族
写
本
を
二
七
七
六
件
所
有
し
、
う
ち
八

六
七
件
が
目
録
化
さ
れ
て
い
る
。（H

öllm
ann, T. O

. hrsg. 2004 H
andschriften 

der Yao Teil 1 B
estände der B

ayerischer Staatsbibliothek M
ünchen C

od.
Sin.147 bis C

od.Sin.1045, Stuttgart : Franz Steiner Verlag

）
そ
の
う
ち
盤

王
崇
拝
に
か
か
わ
る
盤
王
書
・
盤
王
歌
を
は
じ
め
と
し
約
二
〇
〇
件
を
閲
覧
し
、

「
盤
王
大
歌
」
の
内
容
を
確
認
で
き
た
。
中
で
もC

od.sin.200

は
経
典
の
末
尾
に

は
『
盤
王
大
路
書
』
は
八
六
篇
で
大
清
咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
年
）
に
抄
写
さ

れ
、
李
進
●
の
も
の
で
あ
る
と
見
え
る
。
冒
頭
に
起
声
唱
・
夜
黄
昏
・
夜
深
深
・

で
収
集
さ
れ
た
『
盤
王
歌
』（
広
西
民
族
学
院
中
文
系
民
族
民
間
文
学
教
研
究
翻

印 

一
九
八
〇
年
）
に
収
め
ら
れ
た
も
の
は
、
起
声
唱
・
初
入
席
・
隔
席
唱
・
論

娘
唱
・
日
出
早
・
日
正
中
・
日
斜
斜
・
日
落
紅
・
日
落
西
・
夜
黄
昏
・
夜
深
深
・

天
上
星
・
月
亮
亮
・
天
大
旱
・
見
大
怪
・
天
地
動
・
天
暗
烏
・
北
邊
暗
・
雷
落

地
・
伏
羲
姉
妹
・
葫
蘆
・
洪
水
発
・
洪
水
天
・
造
天
地
・
烏
雲
生
・
大
盤
計
・
小

盤
計
・
桃
源
・
閭
山
学
堂
・
魯
班
造
寺
・
何
物
・
鄧
古
・
彭
祖
・
郎
老
了
・
放

狗
・
歌
船
・
第
一
黄
条
沙
・
第
二
三
峯
寒
・
第
三
暁
段
曲
・
第
四
荷
葉
盃
・
第
五

南
花
子
・
第
六
飛
江
南
・
第
七
梅
花
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

張
勁
松
に
よ
れ
ば
中
国
湖
南
省
藍
山
県
桐
村
の
「
盤
王
大
歌
」
は
、
第
一
章
は

日
出
早
・
日
正
中
・
日
斜
斜
・
日
落
西
・
日
落
崗
・
夜
黄
昏
・
夜
深
深
・
天
星

上
・
大
星
上
・
月
亮
亮
の
ほ
か
、
第
一
曲
黄
条
沙
を
加
え
て
構
成
さ
れ
、
第
二
章

は
、
天
大
旱
・
見
大
怪
・
天
地
動
・
天
柱
倒
・
天
暗
烏
・
北
邊
暗
・
雷
落
地
・
洪

水
発
・
洪
水
尽
・
怕
不
合
・
為
婚
了
の
ほ
か
、
第
二
曲
三
逢
閑
を
加
え
て
構
成
さ

れ
、
第
三
章
は
、
造
得
天
・
造
得
地
・
造
得
火
・
置
山
源
・
置
青
山
・
相
説
報
・

唐
王
出
世
・
盤
王
起
計
・
邀
娘
売
・
白
涼
扇
・
富
貴
竜
・
琵
琶
竜
・

羅
真
の
ほ

か
、
第
三
曲
万
段
曲
を
加
え
て
構
成
さ
れ
、
第
四
章
は
、
賜
嫁
早
・
劉
岭
大
・
烏

雲
生
・
梁
山
伯
・
大
州
大
の
ほ
か
、
第
四
曲
荷
葉
杯
を
加
え
て
構
成
さ
れ
、
第
五

章
は
、
桃
源
峒
・
閭
山
鳥
・
閭
山
青
・
入
連
洞
・
会
造
寺
天
字
大
・
鄧
鼓
歌
の
ほ

か
、
第
五
曲
南
花
子
を
加
え
て
構
成
さ
れ
、
第
六
章
は
、
何
物
変
・
得
郎
変
・
何

物
輪
・
何
物
爛
・
何
物
死
・
彭
祖
生
・
彭
祖
死
・
郎
老
了
の
ほ
か
、
第
六
曲
飛
江

南
を
加
え
て
構
成
さ
れ
、
第
七
章
は
、
木
倒
地
・
船
成
了
・
船
到
水
・
送
路
去
・

帰
去
也
・
飲
酒
了
・
不
唱
了
の
ほ
か
、
第
七
曲
梅
花
相
送
を
加
え
て
構
成
さ
れ
る

と
し
て
い
る
［
張　

二
〇
〇
二
：
六
三
―
六
五
］。

『
瑶
人
経
書
』（
鄭
徳
宏
等
編　

岳
麓
書
社　

二
〇
〇
〇
年
）
に
は
「
還
盤
王
愿

経
」
が
収
め
ら
れ
る
が
『
盤
王
大
歌
』（
鄭
徳
広
整
理　

湖
南
少
数
民
族
古
籍
辨

公
室
編　

岳
麓
書
社　

一
九
八
七
年
）
を
補
う
も
の
と
さ
れ
る
。
両
者
と
も
儀
礼

の
還
盤
王
願
に
お
い
て
、
祭
司
に
よ
っ
て
読
誦
詠
唱
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。「
還
盤
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ピ
ー
は
、
経
典
ご
と
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
ら
ず
「
盤
王
大
歌
」
の
内
容
が
確
認
で

き
る
断
片
を
集
め
順
番
を
確
定
す
る
作
業
を
す
る
必
要
が
あ
る
。「
七
一
・
一

二
・
二
九
李
文
官
パ
レ
ー
五
冊
の
う
ち
の
三
」
と
メ
モ
書
き
の
あ
る
経
典
は
、
コ

ピ
ー
の
裏
面
に
七
四
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
、
表
の
経
文
は
、
天
上
星
か
ら
始
ま
り
、

月
亮
亮
・
第
一
黄
条
沙
曲
・
天
大
旱
・
天
地
動
・
天
暗
鳥
・
雷
落
地
・
北
邊
暗

で
、
次
に
コ
ピ
ー
の
裏
面
に
七
五
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
、
表
の
経
文
は
、
葫
籚
・
洪

水
発
・
洪
水
尽
・
為
婚
了
・
第
二
三
逢
閑
曲
・
造
天
地
・
種
竹
木
・
唐
王
出
世
・

盤
王
出
世
・
盤
王
起
計
・
富
貴
・
第
三
万
叚
曲
・
色
嫁
早
・
第
四
荷
枼
盃
曲
・
烏

雲
生
・
桃
源
洞
で
、
次
に
コ
ピ
ー
の
裏
面
に
七
六
と
鉛
筆
書
き
さ
れ
、
表
の
経
文

は
、
第
五
南
花
子
・
閭
山
・
梁
山
・
造
寺
・
鄧
古
・
何
物
・
郎
老
了
・
彭
祖
・
放

獵
狗
・
舡
到
水
・
送
神
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
前
半
部
が
欠
落
し
て
お
り
網
羅

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

さ
ら
に
実
際
に
北
タ
イ
で
の
調
査
に
お
い
て
拝
見
し
た
『
盤
王
書
』
と
題
さ
れ

て
い
る
書
（
T
―
20
）
は
、
冒
頭
部
分
は
請
聖
書
の
内
容
か
ら
始
ま
り
、
い
く
つ

か
の
種
類
の
経
典
が
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
七
言
上
下
句
の
経
文
の
中
に

は
、
い
わ
ゆ
る
盤
王
大
歌
の
内
容
に
含
ま
れ
る
夜
深
深
の
部
分
、
そ
し
て
何
物
歌

の
部
分
が
含
ま
れ
る
が
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所
メ
ン
バ
ー
が
米
議
会
図
書
館
蔵
の
ヤ
オ
族
写
本
テ
キ
ス
ト

を
調
査
し
、
う
ち
四
〇
冊
の
写
真
撮
影
を
行
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
のC

-003

（9878-24

）
とC

-001

（9878-48

）
の
二
冊
は
題
名
や
記
名
も
な
い
も
の
の
上
下

本
と
み
ら
れ
、
盤
王
歌
と
確
認
で
き
た
。C

-003

の
写
本
は
、
途
中
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
段
に
付
さ
れ
た
題
名
に
は
天
大
旱
、
葫
蘆
暁
、
第
二
三

逢
閑
曲
子
、
造
天
地
、
第
三
無
萬
叚
曲
子
、
唐
王
出
世
が
あ
り
、
さ
ら
に
内
容
が

続
い
て
い
るC

-001

の
写
本
の
段
ご
と
に
付
さ
れ
た
題
名
は
、
第
四
荷
葉
盃
曲
子
、

劉
王
、
第
五
南
花
子
曲
、
桃
源
、
閭
山
、
何
物
、
第
六
飛
江
南
曲
子
、
郎
老
、
彭

祖
で
構
成
さ
れ
る
が
、
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
欠
落
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
、
完
全
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。

大
星
上
・
月
亮
売
・
天
上

・
見
大
怪
・
天
地
動
・
天
暗
島
・
雷
落
地
・
北
邊

暗
・
葫
蘆
暁
・
造
天
地
・
大
盤
州
・
小
盤
州
・
桃
源
洞
・
鄧
老
・
何
物
・
郎
老

了
・
彭
祖
・
第
一
黄
条
沙
・
第
二
三
逢
閑
・
第
三
万
叚
曲
・
第
四
何
葉
盃
・
第
五

南
花
子
・
第
六
梅
江
南
・
第
七
梅
花
大
碗
酒
と
目
次
が
記
さ
れ
た
後
、
起
声
唱
か

ら
内
容
に
移
る
。
目
次
に
立
て
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
初
入
席
・
隔
席
唱
・
輪
娘

唱
・
日
出
早
・
日
正
中
・
日
斜
斜
・
日
落
西
・
洪
水
発
・
洪
水
尽
・
種
竹
・
起

己
・
鳥
雲
生
・
閭
山
・
梁
山
佰
・
歌
字
・
放
猟
狗
・
舡
到
水
・
送
神
等
の
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
ボ
ー
ド
レ
ア
ン
図
書
館
所
蔵
ヤ
オ
族
写
本
テ
キ

ス
ト
一
四
五
件
も
閲
覧
し
た
が
、
そ
の
中
に
も
盤
王
歌
を
確
認
で
き
た
。

O
x.sin.3325

は
、
経
典
の
末
尾
に
は
『
盤
王
大
路
書
』
は
道
光
二
八
年
（
一
八

四
八
年
）
に
抄
写
さ
れ
、
李
文
縣
の
も
の
で
あ
る
と
見
え
る
。
一
頁
目
に
は
「
置

主
李
文
縣
・
徴
音
隴
西

慶
賀
廟
王
枝
書
一
巻
」
と
あ
る
。
各
段
に
付
さ
れ
た
題

名
等
を
集
め
て
み
る
と
、
仰
声
唱
・
起
声
唱
・
初
入
席
・
隔
席
唱
・
輪
娘
唱
・
日

頭
出
・
日
正
中
・
日
斜
斜
・
日
落
西
・
日
落
紅
・
夜
黄
婚
・
夜
深
深
・
天
上
星
・

月
亮
亮
・
第
一
黄
条
沙
曲
・
天
大

・
歌
怪
・
天
地
動
・
天
暗
烏
・
雷
落
地
・
北

邊
暗
・
葫
蘆
・
洪
水
尽
・
為
婚
了
・
第
二
叚
三
逢
閑
曲
・
造
天
地
・
竹
木
列
王

種
・
唐
王
出
世
・
盤
王
出
世
・
石
崇
・
第
三
万
叚
曲
・
歌
嫁
・
大
盤
州
・
梁
三

伯
・
第
四
荷
葉
盃
曲
・
桃
源
洞
・
第
五
南
花
子
・
閭
山
・
造
寺
・
歌
字
・
鄧
古
・

第
六
飛
江
南
曲
・
何
物
・
郎
老
・
彭
祖
・
放
臘
狗
・
家
先
・
来
時
歌
堂
・
第
七
梅

花
大
碗
曲
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

上
記
のC

od.sin.200

とO
x.sin.3325

は
収
集
地
が
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
二

冊
と
も
「
盤
王
大
歌
」
の
内
容
が
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
数
少
な
い
貴
重
な
経
典
と

い
え
る
。

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
所
蔵
白
鳥
文
書
の
う
ち
、
九
箱
に
収
め
ら
れ
た
約
一

六
〇
件
の
北
タ
イ
の
ヤ
オ
族
写
本
の
写
真
コ
ピ
ー
を
閲
覧
し
た
が
、
そ
の
中
に
盤

王
歌
を
確
認
で
き
た
［
廣
田　

二
〇
一
一
c
、
二
〇
一
三
d
、
f
］。
写
真
の
コ
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表
紙
に
書
主
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
お
よ
び
本
文
中
に
付
さ
れ
た
段
名
に
基

づ
く
と
、
起
声
唱
、
初
入
席
、
日
頭
出
、
日
正
中
、
日
落
江
、
夜
婚
、
夜
深
深
、

月
亮
亮
、
第
一
黄

沙
曲
、
天
大
旱
、
天
暗
烏
、
北

暗
、
葫
蘆
、
洪
水
発
、
洪

水
尽
、
第
二
三
逢
閑
曲
、
造
天
地
、
第
三
萬
叚
曲
、
唐
王
歌
、
第
四
叚
荷
葉
盃

曲
、
劉
王
、
第
五
叚
南
花
曲
、
桃
源
、
閭
山
、
何
物
、
第
六
飛
江
南
曲
、
郎
老
、

船
成
了
、
送
神
去
、
第
七
叚
曲
、
日
出
早
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

フ
ー
ト
省
タ
ン
ソ
ン
県
キ
ム
ト
ゥ
オ
ン
社
（
村
）
経
典
（
V
―
89
）
は
標
題
も

段
名
も
な
く
、
本
文
の
内
容
お
よ
び
付
さ
れ
た
題
名
に
基
づ
く
と
、
隔
席
唱
、
月

頭
出
早
、
月
正
中
、
月
落
西
、
下
深
深
、
天
上
星
、
月
亮
亮
、
第
一
黄
京
沙
、
天

大

、
雷
落
地
、
葫
蘆
熟
、
天
暗
鳥
、
北

暗
、
洪
水
発
、
洪
水
尽
、
為
婚
了
、

造
天
地
、
第
二
相
逢
閑
、
第
三
叚
連
州
、
第
三
文
叚
曲
、
陀
系
、
小
遥
昌
上
、
劉

三
、
大
州
、
第
四
荷
葉
盃
、
桃
元
、
第
五
南
歌
子
、
魯
班
、
鄧
浩
、
何
物
、
郎
老

了
、
船
成
了
、
送
神
去
、
月
出
早
、
山
茶
、
五
旗
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

参
考
文
献

浅
野
春
二

二
〇
一
一 

 

「
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
所
蔵
『
招
魂
書
』
に
見
る
ヤ
オ
族
の
招

魂
儀
礼
に
つ
い
て
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
三
号 

ヤ
オ
族
文

化
研
究
所 

一
〇
三
―
一
三
七
頁

二
〇
一
五 

 

「
招
五
穀
兵
に
つ
い
て
―
中
国
湖
南
省
瑤
族
（
過
山
瑤
）
の
還
家
願

儀
礼
か
ら
―
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
五
号 

ヤ
オ
族
文
化
研

究
所 

五
二
―
六
三
頁

二
〇
一
六 

 

「「
招
兵
」
に
お
け
る
五
穀
兵
・
家
先
兵
・
元
宵
神
―
中
国
湖
南
省

藍
山
県
の
過
山
ヤ
オ
族
の
事
例
か
ら
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と

儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

二
二
一
―
二
四
六
頁

内
海
涼
子

二
〇
一
六 

 
「
ベ
ト
ナ
ム
の
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
衣
文
化
―
ラ
オ
カ
イ
省
の
事
例
を

ベ
ト
ナ
ム
国
ラ
オ
カ
イ
省
バ
サ
ッ
ト
県
ト
ン
サ
イ
ン
社
キ
コ
ン
ホ
集
落
祭
司
趙

徳
貴
氏
所
有
の
経
典
は
本
の
表
紙
に
題
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙
の
次
頁
裏

に
、「
丙
子
年
正
月
十
九
日
」
趙
徳
貴
と
書
か
れ
て
お
り
、
丙
子
は
一
九
九
六
年

と
み
ら
れ
る
。
経
典
の
末
尾
に
は
「
天
運
年
間
八
十
五
年
丙
子
歳
六
月
初
三
依
右

抄
成
壱
本
盤
王
坐
席
書
壱
巻
終
抄
書
人
依
右
代
筆
完
了
依
右
抄
出
三
十
六
段
歌
曲

書
留
意
字
字
不
論
開
書
主
趙
徳
貴
傳
流
後
帯
（
代
）
念
用
記
號
」
と
あ
る
。
概
要

は
、
丙
子
の
年
六
月
三
日
に
「
盤
王
坐
席
書
」
を
代
筆
に
よ
り
写
本
し
終
え
た
。

三
六
段
の
歌
書
で
あ
り
、
持
ち
主
は
趙
徳
貴
で
、
後
世
に
伝
え
る
と
す
る
。
経
典

の
題
は
「
盤
王
坐
席
書
」
と
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
目
次
に
は
、
1
請
出
起

声
唱
、
2
初
入
席
、
3
月
出
早
（
日
出
早
）、
4
月
正
中
（
日
正
中
）、
5
月
落
西

（
日
落
西
）、
6
月
落
江
（
日
落
江
）、
7
夜
深
深
、
8
天
上
星
、
9
月
亮
亮
、
10

天
大
早
（
天
大
旱
）、
11
天
暗
鳥
、
12
北
邊
暗
、
13
雷
落
地
、
14
葫
蘆
熟
、
15
洪

水
発
、
16
洪
水
尽
、
17
置
天
地
、
18
大
盤
州
、
19
小
盤
州
、
20
小
盤
県
、
21
先
起

記
、
22
烏
雲
生
、
23
桃
源
洞
、
24
魯
班
造
寺
、
25
梅
山
明
、
26
何
物
便
（
変
）、

27
鄧
古
郎
老
、
28
第
一
黄
条
沙
、
29
第
二
三
伏
閑
、
30
第
三
満
叚
、
31
第
四
荷
葉

●
（
盃
）、
32
第
五
南
●
花
子
、
33
第
六
五
（
無
）
江
南
、
34
第
七
梅
花
大
碗
酒

付
と
あ
る
。
28
～
34
の
曲
は
本
文
の
中
で
は
段
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
。

ラ
オ
カ
イ
省
サ
パ
県
チ
ュ
ン
チ
ャ
イ
社
（
村
）
経
典
（
V
―
42
）
は
標
題
は
な

い
も
の
の
裏
表
紙
に
「
皇
上
●
伍
拾
年
辛
丑
正
月
拾
二
日
添
書
歌
詞
」
と
あ
る
。

冒
頭
の
目
次
に
は
、
起
声
唱
、
初
入
席
、
月
出
早
（
日
頭
出
早
）、
月
正
中
（
日

正
中
）、
月
落
西
／
江
（
日
落
西
／
江
）、
夜
深
深
、
天
上
星
、
月
亮
亮
、
天
大
早

（
天
大
旱
）、
天
暗
烏
、
北

暗
、
雷
落
地
、
葫
蘆
熟
、
洪
水
發
／
尽
、
置
天
地
、

大
盤
州
、
小
盤
州
、
先
起
記
（
先
起
計
）、
烏
雲
生
、
桃
源
洞
、
魯
班
造
寺
、
梅

山
明
何
物
●
、
鄧
古
郎
老
、
歌
船
歌
送
、
第
一
黄
条
沙
、
第
二
三
伏
閑
、
第
三
無

万
叚
（
満
叚
）、
第
四
何
葉
盃
、
第
五
南
花
子
、
第
六
吾
江
南
、
第
七
梅
花
大
碗

と
あ
る
。
丸
括
弧
は
経
典
の
本
文
に
基
づ
き
校
訂
し
た
。

イ
エ
ン
バ
イ
省
ヴ
ァ
ン
チ
ャ
ン
県
ナ
ム
ム
オ
イ
社
（
村
）
経
典
（
V
―
85
）
は
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湖
南
省
永
州
市
藍
山
県
の
儀
礼
神
画
・
儀
礼
文
献
・
儀
礼
実
践
か
ら

の
考
察
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と
儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

二

七
七
―
三
一
四
頁

張
勁
松

二
〇
〇
二 

 

『
藍
山
県
瑶
族
伝
統
文
化
田
野
調
査
』
岳
麓
書
社

鄭
長
天

二
〇
〇
九 

 

『
瑶
族
坐
歌
堂
的
結
構
与
功
能
―
湖
南
盤
瑶
剛
介
活
動
研
究
』
瑶
学

叢
書 

民
族
出
版
社

廣
田
律
子

二
〇
〇
九 

 

「
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
の
還
家
愿
儀
礼
の
演
劇
性
」『
中
国
近
世

文
芸
論
―
農
村
祭
祀
か
ら
都
市
芸
能
へ
―
』
東
方
書
店 

九
九
―
一
二

八
頁

二
〇
一
一
a  

『
中
国
民
間
祭
祀
芸
能
の
研
究
』
風
響
社

二
〇
一
一
b  

「『
盤
王
大
歌
』
―
旅
す
る
祖
先
―
」『
万
葉
古
代
学
研
究
所
年
報
』

第
九
号 

万
葉
古
代
学
研
究
所 

一
六
七
―
二
一
六
頁

二
〇
一
一
c  

「
資
料
紹
介 

文
献
に
見
る
盤
王
伝
承
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』

第
三
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

六
一
―
七
四
頁

二
〇
一
一
d  

「〝
囉
哩
嗹
（
ル
オ
リ
レ
ン
）〟
の
詞
章
に
関
す
る
研
究
」『
神
奈
川

大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
年
報
』
二 

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文

化
研
究
機
構 

二
三
五
―
二
四
七
頁

二
〇
一
三
a  

「
祭
祀
儀
礼
に
見
る
旅
―
中
国
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
の
通
過
儀
礼

を
事
例
と
し
て
―
」『
旅
の
は
じ
ま
り
と
文
化
の
生
成
』
大
学
教
育
出

版 

二
一
〇
―
二
四
四
頁

二
〇
一
三
b  

「
構
成
要
素
か
ら
見
る
ヤ
オ
族
の
儀
礼
知
識
―
湖
南
省
藍
山
県
過
山

系
ヤ
オ
族
の
度
戒
儀
礼
・
還
家
愿
儀
礼
を
事
例
と
し
て
―
」『
國
學
院

中
國
學
會
報
』
第
五
八
輯 

國
學
院
大
學
中
國
學
會 

一
―
二
五
頁

二
〇
一
三
c  

「
湖
南
省
藍
山
県
過
山
系
ヤ
オ
族
の
祭
祀
儀
礼
と
盤
王
伝
承
」『
東

中
心
に
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と
儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

二

四
七
―
二
七
六
頁

神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科

二
〇
一
一 

 

神
奈
川
大
学
歴
民
調
査
報
告
第
一
二
集
『
中
国
湖
南
省
藍
山
県
ヤ

オ
族
儀
礼
文
献
に
関
す
る
報
告
』
Ⅰ 

神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗

資
料
学
研
究
科

二
〇
一
二 

 
神
奈
川
大
学
歴
民
調
査
報
告
第
一
四
集
『
中
国
湖
南
省
藍
山
県
ヤ

オ
族
儀
礼
文
献
に
関
す
る
報
告
』
Ⅱ 

神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗

資
料
学
研
究
科

二
〇
一
四 

 

神
奈
川
大
学
歴
民
調
査
報
告
第
一
七
集
『
南
山
大
学
人
類
学
博
物

館
所
蔵
上
智
大
学
西
北
タ
イ
歴
史
文
化
調
査
団
資
料
文
献
目
録
』
Ⅱ 

神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科

黄
海
・
邢
淑
芳

二
〇
〇
六 

 

『
盤
王
大
歌
―
瑶
族
図
騰
信
仰
与
祭
祀
経
典
研
究
』
貴
州
民
族
宗
教

文
化
研
究
叢
書 

貴
州
人
民
出
版
社

泉
水
英
計

二
〇
一
一 

 

家
屋
と
家
先
単
か
ら
み
る
ヤ
オ
の
家
族
史
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通

訊
』
第
三
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

四
六
―
六
〇
頁

竹
村
卓
二

一
九
八
一 

 

『
ヤ
オ
族
の
歴
史
と
文
化
』
弘
文
堂

辰
巳
正
明

二
〇
一
一 

 

『
万
葉
集
の
歴
史
―
日
本
人
が
歌
に
よ
っ
て
築
い
た
原
初
の
ヒ
ス
ト

リ
ー
―
』
笠
間
書
院

二
〇
〇
七 

 

「
文
学
に
お
け
る
信
仰
起
源
説
と
恋
愛
起
源
説
」『
折
口
信
夫
―
東

ア
ジ
ア
文
化
と
日
本
学
の
成
立
』
笠
間
書
院 

三
七
〇
―
三
七
一
頁

譚
静二

〇
一
六 

 

「
過
山
系
瑤
族
（
ミ
エ
ン
）
に
見
る
「
三
清
神
」
に
つ
い
て
―
中
国
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二
〇
一
五
c  

「
儀
礼
に
お
け
る
歌
書
の
読
誦
―
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
還
家
愿
儀

礼
に
行
な
わ
れ
る
歌
問
答
―
」
國
學
院
雑
誌 

第
一
一
六
巻
第
一
号 

國
學
院
大
學 

二
二
五
―
二
五
四
頁

二
〇
一
五
d  

「
湖
南
省
藍
山
県
過
山
瑶
的
還
家
愿
儀
礼
与
盤
王
伝
承
及
其
歌
唱

（
中
文
）」『
民
俗
曲
藝
』
第
一
八
八
期 

財
団
法
人
世
合
鄭
民
俗
文
化

基
金
会 

一
七
七
―
二
四
九
頁

二
〇
一
六 

 

「
儀
礼
に
お
け
る
歌
謡
―
「
大
歌
」
の
読
誦
詠
唱
さ
れ
る
還
家
願
儀

礼
を
事
例
と
し
て
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と
儀
礼
』
大
学
教
育

出
版 

一
―
五
三
頁

松
本
浩
一

二
〇
一
〇 

 

「『
掛
三
燈
』
の
儀
礼
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
二
号 

ヤ
オ

族
文
化
研
究
所 

六
―
一
六
頁

二
〇
一
一 

 

「
度
戒
儀
礼
に
見
え
る
神
々
：
呉
越
地
方
・
台
湾
の
民
間
宗
教
者
の

儀
礼
と
比
較
し
て
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
三
号 

ヤ
オ
族
文

化
研
究
所 

二
四
―
三
四
頁

丸
山
宏

二
〇
一
〇
a  

「
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
伝
統
文
化
の
諸
相
―
馮
栄
軍
氏
か
ら
の
聞

き
取
り
内
容
―
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
二
号 

ヤ
オ
族
文
化

研
究
所 

二
一
―
二
二
頁

二
〇
一
〇
b  

「
二
〇
一
〇
年
三
月
バ
イ
エ
ル
ン
州
立
図
書
館
所
蔵
ヤ
オ
族
写
本
調

査
報
告
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
二
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

五
八
―
五
九
頁

二
〇
一
一
a  

「
中
国
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
の
度
戒
儀
礼
文
書
に
関
す
る
若
干
の

考
察
―
男
人
用
平
度
陰
陽
拠
を
中
心
に
―
」『
知
の
ユ
ー
ラ
シ
ア
』
明

治
書
院 

四
〇
〇
―
四
二
七
頁

二
〇
一
一
b  
「
中
国
湖
南
省
藍
山
県
ヤ
オ
族
度
戒
儀
礼
に
用
い
ら
れ
た
女
人
用
陰

陽
拠
―
そ
の
校
訂
と
書
き
下
し
―
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
三

方
宗
教
』
第
一
二
一
号 

日
本
道
教
学
会 

二
〇
一
三
年 

一
―
二
三
頁

二
〇
一
三
d  
「
祭
祀
儀
礼
と
盤
王
伝
承
―
儀
礼
の
実
施
と
テ
キ
ス
ト
―
」『
瑶
族

文
化
研
究
所
通
訊
』
第
四
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

八
八
―
一
〇
六

頁

二
〇
一
三
e  

「
ヤ
オ
族
春
節
調
査
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
四
号 

ヤ
オ
族

文
化
研
究
所 
一
三
三
―
一
三
六
頁

二
〇
一
三
f  

「
願
掛
け
願
ほ
ど
き
の
民
俗
―
中
国
福
建
省
漢
族
の
元
宵
会
と
湖
南

省
ヤ
オ
族
の
還
家
愿
儀
礼
を
事
例
と
し
て
―
」『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化

研
究
』
第
一
二
号 

東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部 

五
六

―
六
八
頁

二
〇
一
三
g  

「
ボ
ー
ド
リ
ア
ン
図
書
館
蔵
ヤ
オ
族
テ
キ
ス
ト
盤
王
関
連
校
訂
用
資

料
」『
麒
麟
』
第
二
二
号 

神
奈
川
大
学
経
営
学
部
一
七
世
紀
文
学
研

究
会 

五
八
―
六
八
頁

二
〇
一
三
h  

「
湖
南
省
藍
山
県
勉
系
瑤
族
道
教
儀
式
調
査
研
究
―
以
表
演
性
項
目

為
中
心
之
考
察
―
」『「
地
方
道
教
儀
式
実
地
調
査
比
較
研
究
」
国
際

学
術
検
討
会
論
文
集
』
新
文
豊
出
版
股
份
有
限
公
司 
二
一
七
―
三
〇

六
頁

二
〇
一
四 

 

「
儀
礼
知
識
の
伝
承
に
関
す
る
研
究
―
身
体
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
伝
承
と
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
伝
承
か
ら
―
」『
国
際
常
民
文
化
研

究
叢
書
七
―
ア
ジ
ア
祭
祀
芸
能
の
比
較
研
究
―
』
神
奈
川
大
学
国
際

常
民
文
化
研
究
機
構 

一
九
九
―
二
三
〇
頁

二
〇
一
五
a  

「
湖
南
省
藍
山
県
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
族
調
査
報
告
」
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
年
報
二
〇
一
四
―
二
〇
一
五
『
神
奈
川
大
学
ア
ジ
ア
・
レ

ビ
ュ
ー
』N

o.2 

神
奈
川
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー 

八
二
―
九
六
頁

二
〇
一
五
b  

「
湖
南
省
藍
山
県
過
山
系
ヤ
オ
族
（
ミ
エ
ン
）
の
祭
祀
儀
礼
に
み
る

盤
王
の
伝
承
と
そ
の
歌
唱
」『
歴
史
民
俗
史
料
学
研
究
』
第
二
〇
号 

神
奈
川
大
学
大
学
院
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
科 

一
〇
三
―
一
四
六
頁
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山
本
直
子

二
〇
〇
六 

 

「
古
代
歌
謡
の
対
句
と
祭
式
儀
礼
」『
同
志
社
国
文
学
』
第
六
五
号 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

一
―
一
〇
頁

吉
川
雅
之

二
〇
一
六 

 

「『
大
歌
書
』
上
冊
記
音
―
ミ
エ
ン
語
（
勉
語
）
藍
山
匯
源
方
言
に

よ
る
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と
儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

七
三

―
一
九
二
頁

吉
野
晃

二
〇
〇
一 

 

塚
田
誠
之
編
「
中
国
か
ら
タ
イ
へ
―
焼
畑
耕
作
民
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ

族
の
移
住
―
」『
流
動
す
る
民
族
―
中
国
南
部
の
移
住
と
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
―
』
平
凡
社 

三
三
三
―
三
五
三
頁

二
〇
〇
八 

 

塚
田
誠
之
編
「
槃
瓠
神
話
の
創
造
？
―
タ
イ
北
部
の
ユ
ー
ミ
エ
ン

（
ヤ
オ
）
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
シ
ン
ボ
ル
の
生
成
―
」『
民
族
表

象
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
中
国
南
部
に
お
け
る
人
類
学
・
歴
史
学
的
研

究
―
』
風
響
社 

二
九
九
―
三
二
五
頁

二
〇
一
〇
a  

「
タ
イ
北
部
に
お
け
る
ユ
ー
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
儀
礼
体
系
と
文
化

復
興
運
動
」『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
文
化
の
再
構
築
』
風
響
社 

二
七
三
―
二
九
九
頁

二
〇
一
〇
b  

「
ユ
ー
ミ
エ
ン
の
儀
礼
の
研
究
に
お
け
る
課
題
：
儀
礼
の
意
味
と
伝

承
、
不
易
と
変
差
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
二
号 

ヤ
オ
族
文

化
研
究
所 

一
七
―
一
八
頁

二
〇
一
〇
c  

「
ユ
ー
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
国
境
を
越
え
た
分
布
と
社
会
文
化
的
変

差
」
塚
田
誠
之
（
編
）『
中
国
国
境
地
域
の
移
動
と
交
流
―
近
現
代
中

国
の
南
と
北
―
』
有
志
舎 

二
三
七
―
二
五
八
頁

二
〇
一
一 

 

「〈
掛
三
台
燈
〉
の
構
造
と
変
差
：
タ
イ
、
ラ
オ
ス
、
中
国
湖
南
省

藍
山
県
の
ユ
ー
ミ
エ
ン
に
お
け
る
〈
掛
燈
〉
の
比
較
研
究
」『
瑶
族
文

化
研
究
所
通
訊
』
第
三
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

三
五
―
四
〇
頁

号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

四
一
―
四
五
頁

二
〇
一
三 

 

「
湖
南
省
藍
山
県
勉
系
瑶
族
宗
教
儀
式
文
字
資
料
的
研
究
価
値
―
以

度
戒
儀
式
文
書
為
中
心
之
探
討
」『「
地
方
道
教
儀
式
実
地
調
査
比
較

研
究
」
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』 

新
文
豊
出
版
股
份
有
限
公
司 

一

八
五
―
二
一
五
頁

二
〇
一
六 

 
「
ヤ
オ
族
宗
教
文
献
「
意
者
書
」
か
ら
見
る
還
家
願
儀
礼
―
大
庁
意

者
の
問
卦
と
許
願
の
部
分
を
中
心
に
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と

儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

一
九
三
―
二
二
〇
頁

三
村
宜
敬

二
〇
一
六 

 

「
儀
礼
に
み
る
ヤ
オ
族
の
船
―
ヤ
オ
族
の
も
つ
船
の
イ
メ
ー
ジ
―
」

『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と
儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

三
一
五
―
三
四

五
頁

森
由
利
亜

二
〇
一
〇 

 

「
榜
文
の
翻
刻
と
現
代
和
訳
の
一
例
―
約
束
榜
―
」『
瑶
族
文
化
研

究
所
通
訊
』
第
二
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所 

二
六
―
二
八
頁

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
〇
九 

 

『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
一
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
一
〇
a  

『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
二
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
一
〇
b  

『
ヤ
オ
族
伝
統
文
献
研
究
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
稿
集
』
ヤ
オ
族
文

化
研
究
所

二
〇
一
一 

 

『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
三
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
一
二 

 

『
第
二
回
国
際
瑶
族
伝
統
文
化
研
討
会
―
資
源
与
創
意
―
会
議
論

集
』
ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
一
三 

 

『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
四
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
一
五
a  

『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
五
号 

ヤ
オ
族
文
化
研
究
所

二
〇
一
五
b  

『
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
“
瑶
族
の
歌
謡
と
儀
礼
”
予
稿
集
』
ヤ
オ

族
文
化
研
究
所
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―
」
日
本
文
化
人
類
学
会
第
四
九
回
研
究
大
会 

二
〇
一
五
年
五
月
三

〇
日 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
於
大
阪
府
）『
発
表
要
旨
集
』
七
〇
頁

二
〇
一
六 

 

「
タ
イ
北
部
の
ミ
エ
ン
に
お
け
る
歌
と
歌
謡
語
―
「
歌
二
娘
古
」
発

音
と
注
釈
―
」『
ミ
エ
ン
・
ヤ
オ
の
歌
謡
と
儀
礼
』
大
学
教
育
出
版 

五
五
―
七
一
頁

李
祥
紅
等

二
〇
一
〇 

 

『
湖
南
瑶
族
奏
鐺
田
野
調
査
』
岳
麓
書
社

二
〇
一
四 

 

『
湖
南
瑶
族
抖
篩
田
野
調
査
』
岳
麓
書
社

二
〇
一
二 

 

「
タ
イ
北
部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
船
送
り
」『
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
書
Ⅲ
〝
カ
ラ
ダ
〟
が
語
る
人
類
文
化
―
形
質
か
ら
文
化

ま
で
―
』
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構 

一
四
一
―
一
四
七
頁

二
〇
一
三
a  

「
ユ
ー
ミ
エ
ン
に
お
け
る
〈
家
先
〉
祭
祀
―
タ
イ
と
藍
山
県
と
の

〈
家
先
単
〉
の
比
較
―
」『
瑶
族
文
化
研
究
所
通
訊
』
第
四
号 

ヤ
オ
族

文
化
研
究
所 
八
二
―
八
七
頁

二
〇
一
三
b  

「
廟
と
女
性
シ
ャ
マ
ン
―
タ
イ
北
部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン
（
ヤ
オ
）
の
新

た
な
宗
教
現
象
に
関
す
る
調
査
の
中
間
報
告
―
」『
東
京
学
芸
大
学
紀

要 

人
文
社
会
科
学
系
Ⅱ
』
第
六
四
巻 

東
京
学
芸
大
学
学
術
情
報
委

員
会 

一
一
五
―
一
二
三
頁

二
〇
一
四
a  

「
タ
イ
北
部
ユ
ー
ミ
エ
ン
の
儀
礼
に
お
け
る
女
性
と
歌
謡
」『
国
際

常
民
文
化
研
究
叢
書
』
七 

国
際
常
民
文
化
研
究
機
構 

一
四
一
―
一

五
五
頁

二
〇
一
四
b  

「
タ
イ
北
部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン
に
お
け
る
儀
礼
文
献
の
資
源
と
し
て
の

利
用
と
操
作
」
塚
田
誠
之
（
編
著
）『
中
国
の
民
族
文
化
資
源
：
南
部

地
域
の
現
在
お
よ
び
分
析
』
風
響
社 

六
七
―
九
五
頁

二
〇
一
四
c  

「
タ
イ
に
お
け
る
ユ
ー
ミ
エ
ン
の
家
族
構
成
の
社
会
史
―
合
同
家
族

か
ら
核
家
族
へ
―
」
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
（
編
著
）『
東
南

ア
ジ
ア
大
陸
部 

山
地
民
の
歴
史
と
文
化
』
言
叢
社 

二
一
九
─
二
四

六
頁

二
〇
一
五
a  

「
歌
と
儀
礼
の
越
境
―
タ
イ
北
部
、
ミ
エ
ン
社
会
に
お
け
る
〈
歌
〉

と
〈
設
鬼
〉
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
間
の
越
境
現
象
に
つ
い
て
―
」
吉
野
晃

（
編
）『
越
境
の
動
態
的
地
域
研
究
―
空
間
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
越
境
の

地
域
間
比
較
を
め
ざ
し
て
―
』
研
究
代
表
者 

吉
野
晃 

東
京
学
芸
大

学
教
育
学
部
人
文
科
学
講
座
地
域
研
究
分
野 

三
七
―
四
三
頁

二
〇
一
五
b  

「〈
歌
〉
の
詠
唱
法
と
儀
礼
へ
の
応
用
―
タ
イ
北
部
、
ユ
ー
ミ
エ
ン

（
ヤ
オ
）
社
会
に
お
け
る
新
た
な
宗
教
現
象
に
関
す
る
中
間
報
告
三


